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　自治会と資源回収事業者、市が協働で紙類の資源化を目指す「あやべ古紙
再生プロジェクト」。リサイクル推進による資源の有効活用とごみ減量による
処理経費の削減を目指し、本年４月から取り組みが始まっています。

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち

込
ま
れ
る
燃
や
し
て
処
理
す
る
ご

み
の
う
ち
、
紙
類
は
約
40
㌫
。
新

聞
や
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
の
資
源
化

は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
浸
透
し

て
い
ま
す
が
、「
雑
紙
」
は
、
そ

の
多
く
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

雑
紙
と
は
▽
お
菓
子
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
の
空
き
箱
▽
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
ラ
ッ
プ
の
芯

▽
紙
袋
▽
包
装
紙
▽
コ
ピ
ー
用
紙

▽
は
が
き
▽
封
筒―

な
ど
の
こ

と
。
紙
袋
に
入
れ
る
な
ど
し
て
古

紙
回
収
に
出
せ
ば
、
資
源
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
。

市
は
、
自
治
会
等
の
団
体
が
取

り
組
む
古
紙
回
収
に
、
１
㌔
㌘
当

た
り
３
円
の
補
助
金
を
交
付
。
ま

た
、
古
紙
回
収
日
ま
で
の
保
管
場

所
に
使
う
保
管
庫
の
新
設
に
対

し
、
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制

度
も
設
け
て
い
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
活
用

し
、環
境
保
全
に
つ
な
げ
る
た
め
、

皆
さ
ん
も
一
緒
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
環
境
保

全
課
☎（
42
）１
４
８
９
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大切な資源捨てないで！
あやべ古紙再生プロジェクト
大切な資源捨てないで！

あやべ古紙再生プロジェクト

レシートなどの
感熱紙、カーボン紙、
油などで汚れた紙、
使い終わった
ティッシュペーパー、
印画紙の写真など

「
雑
紙
」も

古
紙
で
回
収
を

「
雑
紙
」も

古
紙
で
回
収
を

ざ
つ
が
み

ざ
つ
が
み

自
治
会
へ
の
補
助
で

資
源
化
を
推
進

自
治
会
へ
の
補
助
で

資
源
化
を
推
進

資源化できない紙類も
あります
資源化できない紙類も
あります

41

雑紙もまとめて出してリサイクル

　平成 20 年度に市の補助を受けて保管庫を設置。
古紙回収の取り組みを始めました。当初は少なかっ
た雑紙の回収も、住民同士で声を掛け合うなどした
結果、だんだん増えてきました。
　古紙回収で得たお金は、自治会費と
して活動資金に充てています。納涼祭
や敬老会など、住民が楽しめる催し
で、地域に活気が生まれています。
紙１枚でも、分別すれば大切な
資源。皆さんも取り組んでみ
ませんか。

　本年度から、自治会で古紙回収に取り組みます。市か
らプロジェクトの説明を受ける中で、多くの紙類が捨て
られている現状を知りました。ごみの減量や資源化に貢
献したいと考えています。回収日は、地域ごとに年４回
　設定されています。当自治会では、他団体の回収活動
　　　の日程を考慮し、年１回、１月に実施予定。雑紙
　　　も資源としてリサイクルできることを自治会内で
　　　ＰＲし、環境保全に対する意識を高めたいです。本町四丁目自治会長

荒樋良雄さん

月見町リサイクル委員
林  多嘉子さん

月見町自治会長
柴田勝則さん

第742号第742号 88

クマにご用心 2
農業委員・推進委員決まる 4
市功労者等を表彰 5
国際理解教育を積極的に展開 6

今月の
表紙

救助訓練に挑戦！
市少年少女消防クラブの消防活動体験を７月８日、
味方町の市消防署で開催。ホースでの放水や水平に
張ったロープを渡る訓練に挑戦しました。小学生を
対象に、クラブ員を随時募集しています。詳しくは
市消防本部へ。
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本
年
４
月
か
ら
７
月
末
ま
で

に
、
30
件
の
ク
マ
目
撃
情
報
が
市

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
秋
か
ら

冬
に
か
け
、
冬
眠
に
備
え
て
ク
マ

の
動
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
人

に
危
害
を
加
え
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
十
分
に
注
意
し
、
被
害

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
は
学
習
能
力
が
高
く
、
一

度
食
べ
物
に
あ
り
つ
く
と
そ
の
場

所
を
餌
場
と
し
て
覚
え
、
頻
繁
に

出
没
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
生

ご
み
な
ど
は
、
屋
外
に
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
ク
マ
の

餌
と
な
る
作
物
が
実
り
は
じ
め
ま

す
。
不
要
な
カ
キ
や
ク
リ
の
木
等

は
伐
採
す
る
と
と
も
に
、
果
実
等

は
放
置
せ
ず
早
め
に
収
穫
し
て
く

だ
さ
い
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
と
き
は
、
慌

て
ず
に
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
。
ク
マ
が
こ
ち
ら
の
存

在
に
気
付
い
て
い
な
い
場
合
、
刺

激
し
な
い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
避
難

し
、安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

万
一
目
の
前
に
現
れ
た
場
合
も
、

視
線
を
そ
ら
さ
ず
ゆ
っ
く
り
と
後

ろ
歩
き
で
立
ち
去
っ
て
く
だ
さ
い
。

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
山
に
入
る

場
合
は
「
ク
マ
の
生
息
域
に
入
っ

て
い
る
」
と
い
う
意
識
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
特
に
、
夕
方
と
早
朝
は

ク
マ
が
活
発
に
行
動
す
る
時
間
の

た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。
鈴
や

ラ
ジ
オ
、
笛
な
ど
の
音
で
自
分
の

存
在
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
万

一
に
備
え
て
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー

や
爆
竹
、
鉈
な
ど
を
携
行
し
て
く

だ
さ
い
。

市
は
、
ク
マ
の
目
撃
情
報
を
広

く
周
知
し
地
域
の
皆
さ
ん
の
安
全

を
守
る
た
め
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

を
配
信
し
て
い
ま
す
。
ク
マ
を
目

撃
し
た
場
合
は
、
自
分
の
安
全
を

確
保
し
た
上
で
農
林
課
へ
連
絡

し
、
目
撃
場
所
や
個
体
数
、
様
子

な
ど
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
人
的

被
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
警

察
に
も
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

☎
農
林
課（
42
）４
３
６
２
。

屋
外
に
生
ご
み
な
ど
は

　
　
　
　

  

置
か
な
い
で

万
一
に
備
え
た
対
策
を

目
撃
し
た
ら

　
　
　

 

市
へ
連
絡
を

目撃情報相
次ぐ

クマにご用心

メールマガジン登録を

●t-ayabe@sg-m.jpに空メール
　を送るか、下記のＱＲコードを読
　み取り、登録してください。

●配信カテゴリ「有害鳥獣情報」を
　選択してください。

※迷惑メール対策などでメール受
　信の拒否設定をしている場合、
　city.ayabe.lg.jpのメールが受
　信できるように設定
　してください。

獣害から
「ほ場」を守ろう

　市有害鳥獣駆除対策協議会は、農地に侵入防止柵を設置す
る団体に対し、資材を補助します。

対 象 事 業

事業実施主体

補 助 対 象

補 助 条 件

そ　の　他

資材補助（自力施工）

新規の設置に限る

費用対効果の分析と現地調査を実施します

加害獣の侵入を防止するため、農地に電気柵や
金網柵、複合柵を設置する事業

自治会や営農組合、水利組合等の受益戸数３戸
以上の団体

●同協議会で資材を一括購入します。団体が希望
　する業者での購入はできません。
●要望書を提出いただいても、事業採択できない
　場合や事業を縮小していただく場合があります。
●次の場合は事業の対象になりません。
　①事業の対象基準に合致しない場合
　②過去に国補助事業で設置した個所でその耐用
　　年数以内に更新をする場合
　③補助の確定までに独自で柵を設置した場合

注意

イノシシ シ カ サ ル

　市有害鳥獣駆除対策協議会は６月16日、於与
岐町の見内公民館でニホンザル被害対策講習会
を開催しました。受信機を用いたサルの位置の
特定方法や電気柵の正しい設置方法などを実習。
見内集落をモデルに、隣接集落と連携してどの
ようにサルを追い払うのが良いかの図上確認＝
写真＝も行いました。

な
た

昨年度、市内でのクマ目撃情報は113件

侵入防止柵設置に補助侵入防止柵設置に補助

サルを追い払え！
ー於与岐町で被害対策ーー於与岐町で被害対策ー

　昔は人里でイノシシやシカを見掛ける
ことが珍しいくらいでした。最近は餌を
求めて人里に降りてくることが多くなっ
たと感じています。市内においては平成
23年度、国の補助事業を活用して大規模
に柵が設置されました。侵入防止の効果
が出ていますが、害獣は柵のない場所を
求めて移動しています。　　
　当猟友会では、市の委託を受けて、有
害鳥獣の駆除隊を組織し、害獣の駆除を
行っています。会員の努力により、多く
の個体を捕獲していますが、放っておく
と今後も増えていくのではないでしょう
か。会員の減少や高齢化が進んでいるの
で、一緒に活動いただける人を募集して
います。

　５年ほど前からニホン
ザルを見掛けるようになり
ました。多いときでは、20頭
ほどの集団で出没。畑の作物が荒らされ、困っています。
　平成28年度、サル被害が特に多い見内集落に、ＩＣＴ
を用いた大型捕獲檻＝写真＝を整備。定点カメラの映像
をスマートフォン等で監視し、捕獲操作が行えます。ま
た、サルの群れの位置情報を特定する受信機を使った追
い払い対策も行っています。サルが出没した際には連絡
網で情報伝達し、地域ぐるみで追い払う予定。住民で連
携を図り、取り組んでいきます。

　狩猟免許の取得と猟友会での活動経験
が必要です。市は、新規に狩猟免許を取
得する人への補助を行っています。詳し
くは、農林課へお問い合わせください。

有害鳥獣の駆除隊員になるには…

府猟友会綾部支部
会長

金子惇信さん
あつ  のぶ

（右から）
東八田地区
自治会連合会長
辻 井 邦 夫さん
於与岐区長
大久保静雄さん
見内中山間地事業
代表
上野　司さん

綾部市役所☎（42）3280
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くらしの
メモ
■日 日程　■時 時間　■場 場所

■申 申し込み必要
■問 問い合わせ先

９～10月上旬

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
７
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　一
市
民

　
　
　
　５
万
円

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
３
千
円

　《
市
図
書
館
に
》

　日
東
精
工
（
井
倉
町
）

　
　
　
　
　児
童
書
１
０
６
冊

　絵
本
文
化
推
進
協
会（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
　
　児
童
書
25
冊

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　49
件  

１
４
３
万
４
５
０
０
円

　
７
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　一
市
民

　
　
　
　５
万
円

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
３
千
円

　《
市
図
書
館
に
》

　日
東
精
工
（
井
倉
町
）

　
　
　
　
　児
童
書
１
０
６
冊

　絵
本
文
化
推
進
協
会（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
　
　児
童
書
25
冊

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　49
件  

１
４
３
万
４
５
０
０
円

■日 

９
月
８
、
15
、
22
日（
金
）

■時 

19
時
〜
22
時
。
22
日
は
21
時
ま
で

■場 

市
消
防
コ
ミュニ
ティ
セ
ン
タ
ー（
味
方
町
）

■申 

■問 

消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

■日 

９
月
11
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
９
時
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、産
後
６
か
月
ま
で
の
産
婦
と
そ

の
家
族
対
象
。持
ち
物
は
母
子
手
帳

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
11
日（
月
）＝
試
食
会

■日 

９
月
30
日（
土
）  

■時 

11
時
〜
15
時

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
（
青
野
町
）

■問 

中
丹
広
域
振
興
局

　☎
０
７
７
３（
62
）２
７
４
３

■日 

９
月
５
日（
火
） 

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
６
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申 

■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

■日 

９
月
８
日（
金
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、上
林
会
場
は
申
し
込
み
必
要

■申 

■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

■日 

９
月
12
日（
火
） 

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

東
八
田
公
民
館
（
梅
迫
町
）

■時 

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

■日 

９
月
25
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

試
食
会
は
申
し
込
み
、
実

費
必
要

■問 

市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

■日 

９
月
13
日（
水
）

■時 
９
時
30
分
〜
、
13
時
30
分
〜

■場 
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※
参
加
費
２
７
０
０
円（
試
食
代
込
）

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

９
月
15
日（
金
）

■時 

９
時
30
分
〜
９
時
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
５
〜
11
か
月
の
乳
児
の
保
護

　者
対
象

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
20
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
13
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

74
歳
以
下
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
関
心
の
あ
る
人
対
象
。

定
員
20
人
。
材
料
費
３
０
０
円

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
29
日（
金
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。定
員
30
人
。持
ち
物

は
健
康
手
帳
。内
容
は「
生
活
の
中

に
リ
ハ
ビ
リ
を
取
り
入
れ
よ
う
！
」

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
１
日（
金
）〜
30
日（
土
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

由
良
川
河
畔
（
下
原
町
）

※

鮎
ま
つ
り
＆
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
は
10
日（
日
）11
時
〜
15
時
開
催

■問 

山
家
地
区
自
治
会
連
合
会

　☎（
46
）０
３
４
５

■日 

９
月
３
日（
日
） 

■時 

早
朝
１
時
間
程
度

■場 

市
内
全
域

■問 

綾
部
市
環
境
市
民
会
議
事
務
局

　☎（
42
）１
４
８
９

■日 

９
月
３
日（
日
）
　■時 

10
時
〜

■場 

岩
王
神
社
（
七
百
石
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

９
月
10
日（
日
）  

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

岩
王
寺
（
七
百
石
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

９
月
11
日（
月
）■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

あ
や
べ
作
業
所
（
物
部
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８
、

　フ
ァ
ク
ス（
40
）１
３
８
９

■日 

９
月
23
日（
土
・
祝
）

■時 

８
時
受
け
付
け
開
始

■場 

二
王
公
園
（
睦
寄
町
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

９
月
23
日（
土
・
祝
）  

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

正
暦
寺
（
寺
町
）

■問 

正
暦
寺
☎（
42
）０
９
８
０

■日 

９
月
30
日（
土
）
　■時 

８
時
〜

■場 

前
川
橋
付
近
（
故
屋
岡
町
）

■問 
上
林
川
を
美
し
く
す
る
会
事
務
局

　☎（
42
）１
４
８
９

■申 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

■日 

９
月
13
、
27
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

９
月
19
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
20
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

９
月
20
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　第
２
会
議
室

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

９
月
21
日（
木
）  

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
９
月
14
日（
木
）

　８
時
30
分
〜
。
先
着
10
人

■申 

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

９
月
26
日（
火
）  

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

綾
部
会
館
（
味
方
町
）

※

定
員
５
人

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

■日 

９
月
27
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

■日 

９
月
27
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

■日 

10
月
３
日（
火
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
９
月
26
日（
火
）〜
29

日（
金
）

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

■日 

９
月
３
日
、
10
月
１
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

■日 

９
月
10
日
、
10
月
１
日（
日
）

■時 

８
時
30
分
〜
17
時

■場 

並
松
町
☎（
42
）１
３
２
０

■日 

９
月
７
、
14
、
21
、
28
日

　10
月
５
、
12
、
19
、
26
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
関
係
の
届
出
、
各
種

証
明
書
の
発
行
、
市
税
な
ど
の

納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
５
、（
42
）４
２
４
６

　会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

上
級
救
命
講
習

里
山
そ
ば
打
ち
教
室「
す
み
か
」

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

糖
尿
病
教
室

交
通
事
故
相
談

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

調
停
相
談

行
政
相
談

法
律
相
談

就
職
相
談

成
年
後
見
相
談

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場

市
役
所
の
窓
口
延
長

講
座
・
教
室

離
乳
食
講
座

め
た
ぼ
ら
会

萩
ま
つ
り（
岩
王
寺
）

喫
茶
シ
ボ
ラ

里
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
in
綾
部

萩
ま
つ
り（
正
暦
寺
）

上
林
川
を
美
し
く
す
る
会
ヨ
シ
刈
り
作
業

あ
や
べ
山
家
観
光
や
な
漁

元
気
は
つ
ら
つ
教
室（
健
康
講
座
）

環
境
美
化
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

久
原
の
荒
神
八
朔
祭

催
し
な
ど

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

無
料
開
放

皆さんの投票で人気ナンバー１のキャラクターを決める
「ゆるキャラ®グランプリ」に、まゆピーが
今年もエントリーしました！ 応援よろしくね！

投票期間：８月１日～11月10日
パソコンやスマートフォンから
　　　　　　　　１日１回投票できます。

＼投票で応援を！ゆるキャラグランプリ／

投票はこちらから！

育
児
相
談

女
性
相
談

人
権
相
談

耳
の
こ
と
相
談

由
良
川
マ
ル
シ
ェ

相

　談
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本
年
４
月
か
ら
７
月
末
ま
で

に
、
30
件
の
ク
マ
目
撃
情
報
が
市

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
秋
か
ら

冬
に
か
け
、
冬
眠
に
備
え
て
ク
マ

の
動
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
人

に
危
害
を
加
え
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
十
分
に
注
意
し
、
被
害

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
は
学
習
能
力
が
高
く
、
一

度
食
べ
物
に
あ
り
つ
く
と
そ
の
場

所
を
餌
場
と
し
て
覚
え
、
頻
繁
に

出
没
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
生

ご
み
な
ど
は
、
屋
外
に
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
ク
マ
の

餌
と
な
る
作
物
が
実
り
は
じ
め
ま

す
。
不
要
な
カ
キ
や
ク
リ
の
木
等

は
伐
採
す
る
と
と
も
に
、
果
実
等

は
放
置
せ
ず
早
め
に
収
穫
し
て
く

だ
さ
い
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
と
き
は
、
慌

て
ず
に
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
。
ク
マ
が
こ
ち
ら
の
存

在
に
気
付
い
て
い
な
い
場
合
、
刺

激
し
な
い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
避
難

し
、安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

万
一
目
の
前
に
現
れ
た
場
合
も
、

視
線
を
そ
ら
さ
ず
ゆ
っ
く
り
と
後

ろ
歩
き
で
立
ち
去
っ
て
く
だ
さ
い
。

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
山
に
入
る

場
合
は
「
ク
マ
の
生
息
域
に
入
っ

て
い
る
」
と
い
う
意
識
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
特
に
、
夕
方
と
早
朝
は

ク
マ
が
活
発
に
行
動
す
る
時
間
の

た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。
鈴
や

ラ
ジ
オ
、
笛
な
ど
の
音
で
自
分
の

存
在
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
万

一
に
備
え
て
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー

や
爆
竹
、
鉈
な
ど
を
携
行
し
て
く

だ
さ
い
。

市
は
、
ク
マ
の
目
撃
情
報
を
広

く
周
知
し
地
域
の
皆
さ
ん
の
安
全

を
守
る
た
め
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

を
配
信
し
て
い
ま
す
。
ク
マ
を
目

撃
し
た
場
合
は
、
自
分
の
安
全
を

確
保
し
た
上
で
農
林
課
へ
連
絡

し
、
目
撃
場
所
や
個
体
数
、
様
子

な
ど
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
人
的

被
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
警

察
に
も
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

☎
農
林
課（
42
）４
３
６
２
。

屋
外
に
生
ご
み
な
ど
は

　
　
　
　

  

置
か
な
い
で

万
一
に
備
え
た
対
策
を

目
撃
し
た
ら

　
　
　

 

市
へ
連
絡
を

目撃情報相
次ぐ

クマにご用心

メールマガジン登録を

●t-ayabe@sg-m.jpに空メール
　を送るか、下記のＱＲコードを読
　み取り、登録してください。

●配信カテゴリ「有害鳥獣情報」を
　選択してください。

※迷惑メール対策などでメール受
　信の拒否設定をしている場合、
　city.ayabe.lg.jpのメールが受
　信できるように設定
　してください。

獣害から
「ほ場」を守ろう

　市有害鳥獣駆除対策協議会は、農地に侵入防止柵を設置す
る団体に対し、資材を補助します。

対 象 事 業

事業実施主体

補 助 対 象

補 助 条 件

そ　の　他

資材補助（自力施工）

新規の設置に限る

費用対効果の分析と現地調査を実施します

加害獣の侵入を防止するため、農地に電気柵や
金網柵、複合柵を設置する事業

自治会や営農組合、水利組合等の受益戸数３戸
以上の団体

●同協議会で資材を一括購入します。団体が希望
　する業者での購入はできません。
●要望書を提出いただいても、事業採択できない
　場合や事業を縮小していただく場合があります。
●次の場合は事業の対象になりません。
　①事業の対象基準に合致しない場合
　②過去に国補助事業で設置した個所でその耐用
　　年数以内に更新をする場合
　③補助の確定までに独自で柵を設置した場合

注意

イノシシ シ カ サ ル

　市有害鳥獣駆除対策協議会は６月16日、於与
岐町の見内公民館でニホンザル被害対策講習会
を開催しました。受信機を用いたサルの位置の
特定方法や電気柵の正しい設置方法などを実習。
見内集落をモデルに、隣接集落と連携してどの
ようにサルを追い払うのが良いかの図上確認＝
写真＝も行いました。

な
た

昨年度、市内でのクマ目撃情報は113件

侵入防止柵設置に補助侵入防止柵設置に補助

サルを追い払え！
ー於与岐町で被害対策ーー於与岐町で被害対策ー

　昔は人里でイノシシやシカを見掛ける
ことが珍しいくらいでした。最近は餌を
求めて人里に降りてくることが多くなっ
たと感じています。市内においては平成
23年度、国の補助事業を活用して大規模
に柵が設置されました。侵入防止の効果
が出ていますが、害獣は柵のない場所を
求めて移動しています。　　
　当猟友会では、市の委託を受けて、有
害鳥獣の駆除隊を組織し、害獣の駆除を
行っています。会員の努力により、多く
の個体を捕獲していますが、放っておく
と今後も増えていくのではないでしょう
か。会員の減少や高齢化が進んでいるの
で、一緒に活動いただける人を募集して
います。

　５年ほど前からニホン
ザルを見掛けるようになり
ました。多いときでは、20頭
ほどの集団で出没。畑の作物が荒らされ、困っています。
　平成28年度、サル被害が特に多い見内集落に、ＩＣＴ
を用いた大型捕獲檻＝写真＝を整備。定点カメラの映像
をスマートフォン等で監視し、捕獲操作が行えます。ま
た、サルの群れの位置情報を特定する受信機を使った追
い払い対策も行っています。サルが出没した際には連絡
網で情報伝達し、地域ぐるみで追い払う予定。住民で連
携を図り、取り組んでいきます。

　狩猟免許の取得と猟友会での活動経験
が必要です。市は、新規に狩猟免許を取
得する人への補助を行っています。詳し
くは、農林課へお問い合わせください。

有害鳥獣の駆除隊員になるには…

府猟友会綾部支部
会長

金子惇信さん
あつ  のぶ

（右から）
東八田地区
自治会連合会長
辻 井 邦 夫さん
於与岐区長
大久保静雄さん
見内中山間地事業
代表
上野　司さん

綾部市役所☎（42）3280
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くらしの
メモ
■日 日程　■時 時間　■場 場所

■申 申し込み必要
■問 問い合わせ先

９～10月上旬

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
７
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　一
市
民

　
　
　
　５
万
円

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
３
千
円

　《
市
図
書
館
に
》

　日
東
精
工
（
井
倉
町
）

　
　
　
　
　児
童
書
１
０
６
冊

　絵
本
文
化
推
進
協
会（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
　
　児
童
書
25
冊

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　49
件  

１
４
３
万
４
５
０
０
円

　
７
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　一
市
民

　
　
　
　５
万
円

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
３
千
円

　《
市
図
書
館
に
》

　日
東
精
工
（
井
倉
町
）

　
　
　
　
　児
童
書
１
０
６
冊

　絵
本
文
化
推
進
協
会（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
　
　児
童
書
25
冊

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　49
件  

１
４
３
万
４
５
０
０
円

■日 

９
月
８
、
15
、
22
日（
金
）

■時 

19
時
〜
22
時
。
22
日
は
21
時
ま
で

■場 

市
消
防
コ
ミュニ
ティ
セ
ン
タ
ー（
味
方
町
）

■申 

■問 

消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

■日 

９
月
11
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
９
時
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、産
後
６
か
月
ま
で
の
産
婦
と
そ

の
家
族
対
象
。持
ち
物
は
母
子
手
帳

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
11
日（
月
）＝
試
食
会

■日 

９
月
30
日（
土
）  

■時 

11
時
〜
15
時

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
（
青
野
町
）

■問 

中
丹
広
域
振
興
局

　☎
０
７
７
３（
62
）２
７
４
３

■日 

９
月
５
日（
火
） 

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
６
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申 

■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

■日 

９
月
８
日（
金
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、上
林
会
場
は
申
し
込
み
必
要

■申 

■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

■日 

９
月
12
日（
火
） 

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

東
八
田
公
民
館
（
梅
迫
町
）

■時 

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

■日 

９
月
25
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

試
食
会
は
申
し
込
み
、
実

費
必
要

■問 

市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

■日 

９
月
13
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
、
13
時
30
分
〜

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
２
７
０
０
円（
試
食
代
込
）

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

９
月
15
日（
金
）

■時 

９
時
30
分
〜
９
時
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
５
〜
11
か
月
の
乳
児
の
保
護

　者
対
象

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
20
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
13
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

74
歳
以
下
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
関
心
の
あ
る
人
対
象
。

定
員
20
人
。
材
料
費
３
０
０
円

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
29
日（
金
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。定
員
30
人
。持
ち
物

は
健
康
手
帳
。内
容
は「
生
活
の
中

に
リ
ハ
ビ
リ
を
取
り
入
れ
よ
う
！
」

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
１
日（
金
）〜
30
日（
土
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

由
良
川
河
畔
（
下
原
町
）

※

鮎
ま
つ
り
＆
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
は
10
日（
日
）11
時
〜
15
時
開
催

■問 

山
家
地
区
自
治
会
連
合
会

　☎（
46
）０
３
４
５

■日 

９
月
３
日（
日
） 

■時 

早
朝
１
時
間
程
度

■場 

市
内
全
域

■問 

綾
部
市
環
境
市
民
会
議
事
務
局

　☎（
42
）１
４
８
９

■日 

９
月
３
日（
日
）
　■時 

10
時
〜

■場 

岩
王
神
社
（
七
百
石
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

９
月
10
日（
日
）  

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

岩
王
寺
（
七
百
石
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

９
月
11
日（
月
）■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

あ
や
べ
作
業
所
（
物
部
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８
、

　フ
ァ
ク
ス（
40
）１
３
８
９

■日 

９
月
23
日（
土
・
祝
）

■時 

８
時
受
け
付
け
開
始

■場 

二
王
公
園
（
睦
寄
町
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

９
月
23
日（
土
・
祝
）  

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

正
暦
寺
（
寺
町
）

■問 

正
暦
寺
☎（
42
）０
９
８
０

■日 

９
月
30
日（
土
）
　■時 

８
時
〜

■場 

前
川
橋
付
近
（
故
屋
岡
町
）

■問 

上
林
川
を
美
し
く
す
る
会
事
務
局

　☎（
42
）１
４
８
９

■申 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

■日 

９
月
13
、
27
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 
９
月
19
日（
火
）

■時 
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
20
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

９
月
20
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　第
２
会
議
室

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

９
月
21
日（
木
）  

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
９
月
14
日（
木
）

　８
時
30
分
〜
。
先
着
10
人

■申 

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

９
月
26
日（
火
）  

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

綾
部
会
館
（
味
方
町
）

※

定
員
５
人

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

■日 

９
月
27
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

■日 

９
月
27
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

■日 
10
月
３
日（
火
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 
市
役
所

※

申
し
込
み
は
９
月
26
日（
火
）〜
29

日（
金
）

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

■日 

９
月
３
日
、
10
月
１
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

■日 

９
月
10
日
、
10
月
１
日（
日
）

■時 

８
時
30
分
〜
17
時

■場 

並
松
町
☎（
42
）１
３
２
０

■日 

９
月
７
、
14
、
21
、
28
日

　10
月
５
、
12
、
19
、
26
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
関
係
の
届
出
、
各
種

証
明
書
の
発
行
、
市
税
な
ど
の

納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
５
、（
42
）４
２
４
６

　会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

上
級
救
命
講
習

里
山
そ
ば
打
ち
教
室「
す
み
か
」

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

糖
尿
病
教
室

交
通
事
故
相
談

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

調
停
相
談

行
政
相
談

法
律
相
談

就
職
相
談

成
年
後
見
相
談

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場

市
役
所
の
窓
口
延
長

講
座
・
教
室

離
乳
食
講
座

め
た
ぼ
ら
会

萩
ま
つ
り（
岩
王
寺
）

喫
茶
シ
ボ
ラ

里
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
in
綾
部

萩
ま
つ
り（
正
暦
寺
）

上
林
川
を
美
し
く
す
る
会
ヨ
シ
刈
り
作
業

あ
や
べ
山
家
観
光
や
な
漁

元
気
は
つ
ら
つ
教
室（
健
康
講
座
）

環
境
美
化
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

久
原
の
荒
神
八
朔
祭

催
し
な
ど

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

無
料
開
放

皆さんの投票で人気ナンバー１のキャラクターを決める
「ゆるキャラ®グランプリ」に、まゆピーが
今年もエントリーしました！ 応援よろしくね！

投票期間：８月１日～11月10日
パソコンやスマートフォンから
　　　　　　　　１日１回投票できます。

＼投票で応援を！ゆるキャラグランプリ／

投票はこちらから！

育
児
相
談

女
性
相
談

人
権
相
談

耳
の
こ
と
相
談

由
良
川
マ
ル
シ
ェ

相

　談
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市
は
８
月
１
日
、
功
労
者
等
表

彰
式
を
開
催
。
功
労
者
１
人
、
寄

付
を
い
た
だ
い
た
篤
志
者
５
人
・

１
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
や
地
域
振
興

等
で
功
績
の
あ
っ
た
分
野
別
功
績

者
８
人
・
７
団
体
を
表
彰
し
ま
し

た
。被
表
彰
者
は
次
の
皆
さ
ん（
敬

称
略
、
順
不
同
）。

田
所

　卓
（
本
町
一
丁
目
）

　昭
和
55
年
４
月
か
ら
市
文
化
協

会
の
理
事
や
副
会
長
な
ど
を
歴

任
。
平
成
17
年
４
月
か
ら
12
年
間

に
わ
た
り
同
協
会
会
長
を
務
め
る

な
ど
、
個
性
あ
ふ
れ
る
市
民
の
文

化
芸
術
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
平
成
４
年
10
月
か

　北
風
よ
り
太
陽

　北
風
と
太
陽
が
、
旅
人
の
上

着
を
脱
が
せ
る
こ
と
が
で
き
る

か
力
比
べ
を
す
る
イ
ソ
ッ
プ
寓
話

が
あ
る
。
北
風
は
力
ず
く
で
上

着
を
吹
き
飛
ば
そ
う
と
し
て
失

敗
す
る
が
、
太
陽
は
燦
燦
と
照

り
付
け
る
こ
と
で
旅
人
が
自
ら

上
着
を
脱
ぎ
、
勝
負
が
決
し
た

話
で
あ
る
。
転
じ
て
物
事
に
対

し
て
厳
罰
で
臨
む
態
度
と
、寛
容

に
対
応
す
る
姿
勢
の
対
比
を
諭

す
例
え
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

　米
国
留
学
中
の
講
義
で
、ア

メ
リ
カ
人
は
恐
怖
心
を
煽
っ
た

方
が
生
産
性
の
上
が
る
傾
向
が

強
い
が
、
日
本
人
は
逆
に
安
心

を
与
え
た
方
が
よ
り
頑
張
る
国

民
性
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
た
こ

と
を
思
い
出
す
。
因
っ
て
米
国
で

は
徹
底
し
て
成
果
主
義
を
導
入

し
解
雇
を
も
ち
ら
つ
か
せ
る
経

営
が
主
で
あ
る
の
に
対
し
、
日

本
で
は
年
功
序
列
や
終
身
雇
用

を
も
っ
て
愛
社
精
神
を
涵
養
し
、

滅
私
奉
公
を
是
と
す
る
と
の
説

明
で
あ
っ
た
。

　地
方
創
生
の
論
拠
と
な
っ
た

の
は
「
増
田
レ
ポ
ー
ト
」
と
呼

ば
れ
る
報
告
書
だ
が
、
そ
の
中

で
８
９
６
の
自
治
体
を〝
消
滅

可
能
〞と
名
指
し
で
公
表
し
た

た
め
そ
の
反
響
は
大
き
か
っ
た
。

い
わ
ば「
北
風
」作
戦
の
如
く
恐

怖
心
を
煽
り
危
機
感
を
植
え
付

け
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
の
で
あ

ろ
う
が
、
結
果
と
し
て
自
治
体

の
多
く
に〝
諦
め
〞と〝
絶
望
〞だ

け
が
残
っ
た
の
も
ま
た
事
実
で

あ
る
。
水
源
の
里
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
あ
る
小
田
切
徳
美
・
明

治
大
学
農
学
部
教
授
は
、
地
域

振
興
こ
そ
「
太
陽
」
作
戦
で
臨

む
べ
き
と
論
じ
る
。
地
方
創
生

に
は
忍
耐
を
要
す
る
が
、
性
急

に
果
を
追
う
よ
り
地
道
に
頑
張

る
し
か
道
は
拓
け
な
い
と
の
強
い

メッ
セ
ー
ジ
と
捉
え
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

90ぐ
う 

わ

さ
ん
さ
ん

の
ぞ

さ
と

あ
お

よ

か
ん 

よ
う

も
く
ろ

ご
と

あ
き
ら

ひ
ら

ら
12
年
間
に
わ
た
り
、
市
教
育
委

員
会
委
員
を
務
め
、
平
成
11
年
か

ら
の
５
年
間
は
委
員
長
と
し
て
、

心
豊
か
な
人
づ
く
り
と
学
校
教

育
・
社
会
教
育
の
振
興
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）▽
出
口

紅
（
亀
岡
市
）▽
永
井
修
（
舘
町
）

▽
前
田
道
子
（
寺
町
）▽
由
良
源

太
郎
（
本
町
一
丁
目
）▽
三
ツ
星

ベ
ル
ト
（
神
戸
市
）

　海
老
ケ
瀬
順
子
（
白
道
路
町
）

▽
大
島
祐
哉
（
東
京
都
）▽
蒲
田

正
樹
（
東
京
都
）▽
清
水
颯
太
（
上

延
町
）▽
永
井
廉
（
味
方
町
）▽
樋

口
優
人
（
上
延
町
）▽
丸
岡
凜
子

（
青
野
町
）▽
森
津
一
男
（
八
津
合

町
）▽
府
立
綾
部
高
等
学
校
硬
式

野
球
部
（
岡
町
）▽
同
東
分
校
（
川

糸
町
）▽
綾
部
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ（
宮

代
町
）▽
京
セ
ラ
京
都
綾
部
工
場

（
味
方
町
）▽
さ
と
う
バ
ザ
ー
ル
タ

ウ
ン
綾
部
ア
ス
パ
（
綾
中
町
）▽

七
不
思
議
伝
説
の
里
・
志
賀
郷
地

域
振
興
協
議
会
（
志
賀
郷
町
）▽

由
良
川
サ
ケ
環
境
保
全
実
行
委
員

会
（
駅
前
通
り
）

市
功
労
者
等
を
表
彰

市
功
労
者
等
を
表
彰

　第23期農業委員会の各委員が７月20日、決まりました。制度改正に
より農業委員会委員（以下、農業委員）が市長の任命制となったほか、
新たに農地利用最適化推進委員（以下、推進委員）が設けられました。

　市
長
か
ら
任
命
通
知
書
を
受
け

た
農
業
委
員
は
こ
の
日
、
総
会
を

開
催
。
互
選
に
よ
り
会
長
を
三
和

喜
治
さ
ん
（
上
八
田
町
）、
同
職

務
代
理
者
を
鎌
部
勉
武
さ
ん
（
五

津
合
町
）
に
決
定
す
る
な
ど
し
ま

し
た
。

　そ
の
後
、
会
長
か
ら
推
進
委
員

に
委
嘱
状
を
交
付
。
府
農
業
会
議

の
職
員
を
講
師
に
農
地
売
買
や
転

用
の
要
件
、
利
用
権
設
定
、
農
地

利
用
の
最
適
化
な
ど
に
つ
い
て
の

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　農
業
委
員
、
推
進
委
員
と
も
任

期
は
平
成
32
年
７
月
19
日
ま
で
の

３
年
間
。
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
（
敬
称
略
・
順
不
同
。※

は
再

任
）。

農
業
委
員

▽
四
方
諭
（
味
方
町
）▽
林
多
嘉

子
（
月
見
町
）▽
雨
林
利
治
（
高

津
町
）▽
塩
見
和
明※

（
有
岡
町
）

▽
三
和
喜
治※

（
上
八
田
町
）▽
梅

原
茂
昭
（
七
百
石
町
）▽
柏
原
明

宏
（
上
杉
町
）▽
白
波
瀨
一
幸
（
鷹

栖
町
）▽
久
後
靖
代
（
和
木
町
）▽

髙
橋
大
治
郎※

（
忠
町
）▽
福
井
智

德
美※

（
位
田
町
）▽
大
槻
耕
治

（
舘
町
）▽
森
方
義
孝
（
私
市
町
）

▽
植
田
壽
良※

（
物
部
町
）▽
相
根

謹
一（
篠
田
町
）▽
梅
原
久
夫※

（
仁
和
町
）▽
大
山
勇※

（
睦
合
町
）

▽
鎌
部
勉
武※

（
五
津
合
町
）▽
渡

邉
要
治
（
睦
寄
町
）

推
進
委
員

▽
安
村
武
（
井
倉
町
）▽
上
原
裕

（
安
場
町
）▽
四
方
康
（
高
倉
町
）

▽
梅
原
俊
昭
（
岡
安
町
）▽
西
野

栄
二
（
梅
迫
町
）▽
谷
垣
正
義
（
上

原
町
）▽
角
山
國
男
（
忠
町
）▽
田

中
晃
（
位
田
町
）▽
佐
々
木
清
志

（
栗
町
）▽
大
槻
智
（
大
畠
町
）▽

大
槻
祐
紀
（
西
坂
町
）▽
藤
原
琢

己
（
物
部
町
）▽
井
上
吉
夫
（
志

賀
郷
町
）▽
白
波
瀬
一
雄
（
別
所

町
）▽
岸
本
章
三
（
八
津
合
町
）▽

森
本
幸
（
五
津
合
町
）▽
仲
久
保

弘
志
（
故
屋
岡
町
）

　これまで農業委員として
参加した農地相談会では、
「高齢化でいつ耕作できな
くなるか―」と心配する声
をよく聞きました。推進委
員や協力員の皆さんとよく
話し合い、協力して荒廃農
地が増えないよう取り組ん
でいきたいと思います。

農業委員会
三 和 喜 治 会長

▶山崎市長から農業委員へ
　初めて任命通知書を交付

▼農地法等について熱心に
　学ぶ委員

制度改正後
初

制度改正後
初農業委員・推進委員決まる農業委員・推進委員決まる

任
期
は
平
成
32
年
ま
で

農
地
の
荒
廃
を
防
ぎ
た
い

　農地の売買・貸借、転用など
の許可等、について審議を行う。
今期は、19人の委員のうち10
人が認定農業者等。女性委員は
３人。

　集落や中間管理機構、農業委
員などと連携して農地利用の最
適化を推進。新設された委員で
17人が委嘱を受けた。

　農地利用状況調査など、集落
における農業委員会の活動に協
力。自治会推薦で１５７人。

農地利用最適化推進委員

農業委員

農業委員会協力員

ことばことば

功
労
者

篤
志
者

分
野
別
功
績
者

14人・８団体を表彰

謝辞を述べる田所さん
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市
は
８
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、
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式
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催
。
功
労
者
１
人
、
寄

付
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・
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体
、
ス
ポ
ー
ツ
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地
域
振
興

等
で
功
績
の
あ
っ
た
分
野
別
功
績

者
８
人
・
７
団
体
を
表
彰
し
ま
し

た
。被
表
彰
者
は
次
の
皆
さ
ん（
敬

称
略
、
順
不
同
）。

田
所

　卓
（
本
町
一
丁
目
）

　昭
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55
年
４
月
か
ら
市
文
化
協

会
の
理
事
や
副
会
長
な
ど
を
歴

任
。
平
成
17
年
４
月
か
ら
12
年
間

に
わ
た
り
同
協
会
会
長
を
務
め
る

な
ど
、
個
性
あ
ふ
れ
る
市
民
の
文

化
芸
術
の
振
興
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尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
平
成
４
年
10
月
か

　北
風
よ
り
太
陽

　北
風
と
太
陽
が
、
旅
人
の
上

着
を
脱
が
せ
る
こ
と
が
で
き
る

か
力
比
べ
を
す
る
イ
ソ
ッ
プ
寓
話

が
あ
る
。
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風
は
力
ず
く
で
上
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を
吹
き
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ば
そ
う
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て
失

敗
す
る
が
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燦
燦
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照

り
付
け
る
こ
と
で
旅
人
が
自
ら

上
着
を
脱
ぎ
、
勝
負
が
決
し
た

話
で
あ
る
。
転
じ
て
物
事
に
対

し
て
厳
罰
で
臨
む
態
度
と
、寛
容

に
対
応
す
る
姿
勢
の
対
比
を
諭

す
例
え
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

　米
国
留
学
中
の
講
義
で
、ア

メ
リ
カ
人
は
恐
怖
心
を
煽
っ
た

方
が
生
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上
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る
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が
、
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頑
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介
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こ

と
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出
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因
っ
て
米
国
で
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入

し
解
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つ
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る
経
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主
で
あ
る
の
に
対
し
、
日

本
で
は
年
功
序
列
や
終
身
雇
用

を
も
っ
て
愛
社
精
神
を
涵
養
し
、

滅
私
奉
公
を
是
と
す
る
と
の
説

明
で
あ
っ
た
。

　地
方
創
生
の
論
拠
と
な
っ
た

の
は
「
増
田
レ
ポ
ー
ト
」
と
呼

ば
れ
る
報
告
書
だ
が
、
そ
の
中

で
８
９
６
の
自
治
体
を〝
消
滅

可
能
〞と
名
指
し
で
公
表
し
た

た
め
そ
の
反
響
は
大
き
か
っ
た
。

い
わ
ば「
北
風
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戦
の
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く
恐
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を
煽
り
危
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植
え
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け
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が
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治
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の
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た
事
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あ
る
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ザ
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明

治
大
学
農
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教
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は
、
地
域

振
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こ
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太
陽
」
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で
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む
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と
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じ
る
。
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創
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に
は
忍
耐
を
要
す
る
が
、
性
急

に
果
を
追
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る
し
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は
拓
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な
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の
強
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メッ
セ
ー
ジ
と
捉
え
る
。
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90ぐ
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わ

さ
ん
さ
ん

の
ぞ

さ
と

あ
お

よ

か
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よ
う

も
く
ろ

ご
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あ
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ら

ひ
ら
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11
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か
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５
年
間
は
委
員
長
と
し
て
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振
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。
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岡
凜
子

（
青
野
町
）▽
森
津
一
男
（
八
津
合

町
）▽
府
立
綾
部
高
等
学
校
硬
式

野
球
部
（
岡
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）▽
綾
部
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ（
宮

代
町
）▽
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ザ
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仲
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故
屋
岡
町
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　これまで農業委員として
参加した農地相談会では、
「高齢化でいつ耕作できな
くなるか―」と心配する声
をよく聞きました。推進委
員や協力員の皆さんとよく
話し合い、協力して荒廃農
地が増えないよう取り組ん
でいきたいと思います。

農業委員会
三 和 喜 治 会長

▶山崎市長から農業委員へ
　初めて任命通知書を交付

▼農地法等について熱心に
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初
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で

農
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の
荒
廃
を
防
ぎ
た
い

　農地の売買・貸借、転用など
の許可等、について審議を行う。
今期は、19人の委員のうち10
人が認定農業者等。女性委員は
３人。

　集落や中間管理機構、農業委
員などと連携して農地利用の最
適化を推進。新設された委員で
17人が委嘱を受けた。

　農地利用状況調査など、集落
における農業委員会の活動に協
力。自治会推薦で１５７人。
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小
学
校
で
は
主
に
英
語
に
触
れ

る
機
会
づ
く
り
を
実
施
。
本
市
と

包
括
連
携
協
定
を
結
ぶ
京
都
工
芸

繊
維
大
学
等
の
留
学
生
と
の
交
流

事
業
の
ほ
か
、
遊
び
を
通
し
て
英

語
を
学
ぶ
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

キ
ャ
ン
プ
＝
上
＝
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

中
学
校
で
は
さ
ら
に
一
歩
踏
み

込
み
、
英
語
を
使
い
、
親
し
む
機

会
を
創
出
。▽
英
語
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
「
英
語
サ
ミ
ッ

ト
」▽
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
す
る
「
飛
び
立
て
！
中

学
生
海
外
派
遣
事
業
＝
左
＝
」▽

本
市
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ぶ
京

都
産
業
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
同

大
学
の
留
学
生
と
巡
る
「
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
」―

を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
宅
で
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

の
受
け
入
れ
や
英
語
検
定
料
の
助

成
、
本
市
独
自
の
ミ
ニ
英
検
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ

り
、
平
成
32
年
度
に
始
ま
る
小
学

５
・
６
年
生
の
英
語
教
科
化
と
３
・

４
年
生
の
外
国
語
活
動
必
須
化
。

小
学
校
の
教
員
の
準
備
も
進
ん
で

い
ま
す
。

本
年
度
は
「
小
学
校
英
語
教
育

推
進
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
」
を

初
開
催
＝
右
。
ま
た
平
成
29
、
30

年
度
は
豊
里
小
学
校
が
府
教
委
の

「
学
力
向
上
シ
ス
テ
ム
開
発
校
」

と
な
り
、
外
国
語
教
育
を
す
る
た

め
の
方
策
等
に
つ
い
て
研
究
を
重

ね
て
い
ま
す
。

国際理解教育を積極的に展開

　ふるさと教育、キャリア教育、国際理解教育を３つの特色として掲げる
本市の小中一貫教育。外国への興味・関心と英語の技能を高め、国際社会
で主体的に活躍する子どもの育成を目指す取り組みを紹介します。

　ふるさと教育、キャリア教育、国際理解教育を３つの特色として掲げる
本市の小中一貫教育。外国への興味・関心と英語の技能を高め、国際社会
で主体的に活躍する子どもの育成を目指す取り組みを紹介します。

　英語指導講師（ＡＬＴ）と触れ合い、学ぶ
「イングリッシュ・キャンプ」。本年度から４
年生にも対象を拡大しました。５、６年生と
あわせて１１９人が参加。ゲームの要素を取
り入れた英語プログラムや模擬体験を楽しみ
ながら２日間を過ごしました。７月 25、26
日、東綾小・中一貫校で。

　昨年度に引き続き実
施した「飛び立て！中
学生海外派遣事業」。
今年は８月１～10日の
日程で15人の中学生を
オーストラリア連邦ア
デレード市のハレット
コーブ校に派遣しまし
た。現地の一般家庭に
ホームステイして通学。
歴史や文化を学び、校
外学習などで現地生徒
と交流しました。

　各小学校での英語教育の中心となる教
員の養成を目的として、８月に５日間開
催した研修会。ＡＬＴを講師に、英語の
魅力的な指導方法や語学力の向上につい
ての講義が行われました。

世界へはばたけ世界へはばたけ
あやべっ子あやべっ子

本
市
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
多
彩
に

英
語
教
科
化
へ
教
員
を
養
成

7

府立綾部高等学校硬式野球部が42年
ぶりに全国高等学校野球選手権京都大会
で４強入りを果たしました。春季大会で
63年ぶりに準優勝し、シード校として
臨んだ今大会。久御山に９回裏の４点差
を逆転して７－６、南丹に５－２、莵道
に７回コールドの９－２、塔南に無失策
で１－０と、熱戦を繰り広げました。
（写真は７月24日、同大会を制した京
都成章との準決勝（１－５）を終え、健
闘をたたえ合う選手ら）。

綾高硬式野球部
４２年ぶりのベスト４

市消防団（白波瀬博之団長）は７月25
日、市消防団統合準備委員会での検討結
果を報告書にまとめ、山崎市長に提出し
ました＝写真。その内容は平成30年４
月１日に中・奥上林分団を「上林分団」
として統合すること等。団本部と両分団
本部で組織する同委員会では、団員を確
保し地域の安全・安心を守ることが最重
要課題として協議を重ねていました。市
も現在の上林分遣所を10月から24時間
化。消防団と協力して地域の安全・安心
を守っていきます。

中・奥上林分団、
平成３０年度に統合へ―

７月22日、青野町の市立病院でふれあい看護
体験が行われました。府立綾部高等学校をはじ
め10校から計39人の高校生とコミュニティナ
ース３人が参加。患者の血圧や脈を測るなどし
て、看護を体験しました。また最後には、一日
看護部長を務めたコミュニティナースの鍋島野
乃花さんが講演＝写真。「コミュニティナース
の活動を通して、地域の方が楽しく生活ができ
るようサポートしたい。ここにいる皆さんと、看
護師として会えることを楽しみにしています」
と語りかけました。

コミュニティナースが一日看護部長

市天文館の入館者が８月４日に30万人を突破。福
知山市から訪れた（写真左から）藤原理恵さん、蒼太
郎君と荻野玲愛ちゃん、紗弥佳さん、桜充君が記念の
入館者となり、足立雅和教育長とともにくす玉を割っ
て祝いました。国内最大級の95センチ反射望遠鏡を
備え惑星や銀河も観測できる同施設。平成７年の開館
以来、天文だけでなく工作教室や体験教室も積極的に
開催し、生涯学習の場として親しまれています。

入館者３０万人に―市天文館
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市
は
８
月
１
日
、
功
労
者
等
表

彰
式
を
開
催
。
功
労
者
１
人
、
寄

付
を
い
た
だ
い
た
篤
志
者
５
人
・

１
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
や
地
域
振
興

等
で
功
績
の
あ
っ
た
分
野
別
功
績

者
８
人
・
７
団
体
を
表
彰
し
ま
し

た
。被
表
彰
者
は
次
の
皆
さ
ん（
敬

称
略
、
順
不
同
）。

田
所

　卓
（
本
町
一
丁
目
）

　昭
和
55
年
４
月
か
ら
市
文
化
協

会
の
理
事
や
副
会
長
な
ど
を
歴

任
。
平
成
17
年
４
月
か
ら
12
年
間

に
わ
た
り
同
協
会
会
長
を
務
め
る

な
ど
、
個
性
あ
ふ
れ
る
市
民
の
文

化
芸
術
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
平
成
４
年
10
月
か

　北
風
よ
り
太
陽

　北
風
と
太
陽
が
、
旅
人
の
上

着
を
脱
が
せ
る
こ
と
が
で
き
る

か
力
比
べ
を
す
る
イ
ソ
ッ
プ
寓
話

が
あ
る
。
北
風
は
力
ず
く
で
上

着
を
吹
き
飛
ば
そ
う
と
し
て
失

敗
す
る
が
、
太
陽
は
燦
燦
と
照

り
付
け
る
こ
と
で
旅
人
が
自
ら

上
着
を
脱
ぎ
、
勝
負
が
決
し
た

話
で
あ
る
。
転
じ
て
物
事
に
対

し
て
厳
罰
で
臨
む
態
度
と
、寛
容

に
対
応
す
る
姿
勢
の
対
比
を
諭

す
例
え
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

　米
国
留
学
中
の
講
義
で
、ア

メ
リ
カ
人
は
恐
怖
心
を
煽
っ
た

方
が
生
産
性
の
上
が
る
傾
向
が

強
い
が
、
日
本
人
は
逆
に
安
心

を
与
え
た
方
が
よ
り
頑
張
る
国

民
性
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
た
こ

と
を
思
い
出
す
。
因
っ
て
米
国
で

は
徹
底
し
て
成
果
主
義
を
導
入

し
解
雇
を
も
ち
ら
つ
か
せ
る
経

営
が
主
で
あ
る
の
に
対
し
、
日

本
で
は
年
功
序
列
や
終
身
雇
用

を
も
っ
て
愛
社
精
神
を
涵
養
し
、

滅
私
奉
公
を
是
と
す
る
と
の
説

明
で
あ
っ
た
。

　地
方
創
生
の
論
拠
と
な
っ
た

の
は
「
増
田
レ
ポ
ー
ト
」
と
呼

ば
れ
る
報
告
書
だ
が
、
そ
の
中

で
８
９
６
の
自
治
体
を〝
消
滅

可
能
〞と
名
指
し
で
公
表
し
た

た
め
そ
の
反
響
は
大
き
か
っ
た
。

い
わ
ば「
北
風
」作
戦
の
如
く
恐

怖
心
を
煽
り
危
機
感
を
植
え
付

け
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
の
で
あ

ろ
う
が
、
結
果
と
し
て
自
治
体

の
多
く
に〝
諦
め
〞と〝
絶
望
〞だ

け
が
残
っ
た
の
も
ま
た
事
実
で

あ
る
。
水
源
の
里
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
あ
る
小
田
切
徳
美
・
明

治
大
学
農
学
部
教
授
は
、
地
域

振
興
こ
そ
「
太
陽
」
作
戦
で
臨

む
べ
き
と
論
じ
る
。
地
方
創
生

に
は
忍
耐
を
要
す
る
が
、
性
急

に
果
を
追
う
よ
り
地
道
に
頑
張

る
し
か
道
は
拓
け
な
い
と
の
強
い

メッ
セ
ー
ジ
と
捉
え
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

90ぐ
う 

わ

さ
ん
さ
ん

の
ぞ

さ
と

あ
お

よ

か
ん 

よ
う

も
く
ろ

ご
と

あ
き
ら

ひ
ら

ら
12
年
間
に
わ
た
り
、
市
教
育
委

員
会
委
員
を
務
め
、
平
成
11
年
か

ら
の
５
年
間
は
委
員
長
と
し
て
、

心
豊
か
な
人
づ
く
り
と
学
校
教

育
・
社
会
教
育
の
振
興
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）▽
出
口

紅
（
亀
岡
市
）▽
永
井
修
（
舘
町
）

▽
前
田
道
子
（
寺
町
）▽
由
良
源

太
郎
（
本
町
一
丁
目
）▽
三
ツ
星

ベ
ル
ト
（
神
戸
市
）

　海
老
ケ
瀬
順
子
（
白
道
路
町
）

▽
大
島
祐
哉
（
東
京
都
）▽
蒲
田

正
樹
（
東
京
都
）▽
清
水
颯
太
（
上

延
町
）▽
永
井
廉
（
味
方
町
）▽
樋

口
優
人
（
上
延
町
）▽
丸
岡
凜
子

（
青
野
町
）▽
森
津
一
男
（
八
津
合

町
）▽
府
立
綾
部
高
等
学
校
硬
式

野
球
部
（
岡
町
）▽
同
東
分
校
（
川

糸
町
）▽
綾
部
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ（
宮

代
町
）▽
京
セ
ラ
京
都
綾
部
工
場

（
味
方
町
）▽
さ
と
う
バ
ザ
ー
ル
タ

ウ
ン
綾
部
ア
ス
パ
（
綾
中
町
）▽

七
不
思
議
伝
説
の
里
・
志
賀
郷
地

域
振
興
協
議
会
（
志
賀
郷
町
）▽

由
良
川
サ
ケ
環
境
保
全
実
行
委
員

会
（
駅
前
通
り
）

市
功
労
者
等
を
表
彰

市
功
労
者
等
を
表
彰

　第23期農業委員会の各委員が７月20日、決まりました。制度改正に
より農業委員会委員（以下、農業委員）が市長の任命制となったほか、
新たに農地利用最適化推進委員（以下、推進委員）が設けられました。

　市
長
か
ら
任
命
通
知
書
を
受
け

た
農
業
委
員
は
こ
の
日
、
総
会
を

開
催
。
互
選
に
よ
り
会
長
を
三
和

喜
治
さ
ん
（
上
八
田
町
）、
同
職

務
代
理
者
を
鎌
部
勉
武
さ
ん
（
五

津
合
町
）
に
決
定
す
る
な
ど
し
ま

し
た
。

　そ
の
後
、
会
長
か
ら
推
進
委
員

に
委
嘱
状
を
交
付
。
府
農
業
会
議

の
職
員
を
講
師
に
農
地
売
買
や
転

用
の
要
件
、
利
用
権
設
定
、
農
地

利
用
の
最
適
化
な
ど
に
つ
い
て
の

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　農
業
委
員
、
推
進
委
員
と
も
任

期
は
平
成
32
年
７
月
19
日
ま
で
の

３
年
間
。
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
（
敬
称
略
・
順
不
同
。※

は
再

任
）。

農
業
委
員

▽
四
方
諭
（
味
方
町
）▽
林
多
嘉

子
（
月
見
町
）▽
雨
林
利
治
（
高

津
町
）▽
塩
見
和
明※

（
有
岡
町
）

▽
三
和
喜
治※

（
上
八
田
町
）▽
梅

原
茂
昭
（
七
百
石
町
）▽
柏
原
明

宏
（
上
杉
町
）▽
白
波
瀨
一
幸
（
鷹

栖
町
）▽
久
後
靖
代
（
和
木
町
）▽

髙
橋
大
治
郎※

（
忠
町
）▽
福
井
智

德
美※

（
位
田
町
）▽
大
槻
耕
治

（
舘
町
）▽
森
方
義
孝
（
私
市
町
）

▽
植
田
壽
良※

（
物
部
町
）▽
相
根

謹
一（
篠
田
町
）▽
梅
原
久
夫※

（
仁
和
町
）▽
大
山
勇※

（
睦
合
町
）

▽
鎌
部
勉
武※

（
五
津
合
町
）▽
渡

邉
要
治
（
睦
寄
町
）

推
進
委
員

▽
安
村
武
（
井
倉
町
）▽
上
原
裕

（
安
場
町
）▽
四
方
康
（
高
倉
町
）

▽
梅
原
俊
昭
（
岡
安
町
）▽
西
野

栄
二
（
梅
迫
町
）▽
谷
垣
正
義
（
上

原
町
）▽
角
山
國
男
（
忠
町
）▽
田

中
晃
（
位
田
町
）▽
佐
々
木
清
志

（
栗
町
）▽
大
槻
智
（
大
畠
町
）▽

大
槻
祐
紀
（
西
坂
町
）▽
藤
原
琢

己
（
物
部
町
）▽
井
上
吉
夫
（
志

賀
郷
町
）▽
白
波
瀬
一
雄
（
別
所

町
）▽
岸
本
章
三
（
八
津
合
町
）▽

森
本
幸
（
五
津
合
町
）▽
仲
久
保

弘
志
（
故
屋
岡
町
）

　これまで農業委員として
参加した農地相談会では、
「高齢化でいつ耕作できな
くなるか―」と心配する声
をよく聞きました。推進委
員や協力員の皆さんとよく
話し合い、協力して荒廃農
地が増えないよう取り組ん
でいきたいと思います。

農業委員会
三 和 喜 治 会長

▶山崎市長から農業委員へ
　初めて任命通知書を交付

▼農地法等について熱心に
　学ぶ委員

制度改正後
初

制度改正後
初農業委員・推進委員決まる農業委員・推進委員決まる

任
期
は
平
成
32
年
ま
で

農
地
の
荒
廃
を
防
ぎ
た
い

　農地の売買・貸借、転用など
の許可等、について審議を行う。
今期は、19人の委員のうち10
人が認定農業者等。女性委員は
３人。

　集落や中間管理機構、農業委
員などと連携して農地利用の最
適化を推進。新設された委員で
17人が委嘱を受けた。

　農地利用状況調査など、集落
における農業委員会の活動に協
力。自治会推薦で１５７人。

農地利用最適化推進委員

農業委員

農業委員会協力員

ことばことば

功
労
者

篤
志
者

分
野
別
功
績
者

14人・８団体を表彰

謝辞を述べる田所さん

午
前
10
時
〜
11
時
。
場
所
／
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
綾
部
（
宮
代
町
）。
内
容
／

福
祉
即
戦
力
人
材
養
成
科
の
概
要
や

特
徴
の
紹
介
、
過
去
に
参
加
し
た
人

の
体
験
談
、
質
疑
応
答
な
ど
。

問
京
都
府
北
部
福
祉
人
材
確
保
事
業

　（
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
内
）

　
☎（
22
）２
８
１
５
、

　
フ
ァ
ク
ス（
22
）２
８
１
８

　
現
在
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
従

事
し
て
い
な
い
介
護
福
祉
士
や
介
護

職
員
初
任
者
研
修
等
の
有
資
格
者
に

対
し
て
、
就
労
や
復
職
を
支
援
す
る

た
め
の
研
修
を
開
催
し
ま
す
。
２
日

間
の
研
修
を
通
し
て
最
新
の
知
識
・

技
術
を
習
得
し
、
福
祉
・
介
護
分
野

へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
①
＝
10
月
21
日（
土
）、
22
日

（
日
）。②
＝
11
月
16
日
（
木
）、
17
日

（
金
）。
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
30
分
。
場
所
／
①
＝
福
知
山
公

立
大
学
介
護
・
福
祉
人
材
養
成
セ
ン

タ
ー
（
福
知
山
市
）。②
＝
ハ
ー
ト
ピ

ア
京
都
４
階
第
５
会
議
室
（
京
都

市
）。
参
加
費
／
無
料
。
対
象
者
／

介
護
福
祉
士
や
介
護
職
員
初
任
者
研

修
等
の
資
格
を
有
す
る
人
で
、
都
合

に
よ
り
現
在
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
に
就
業
し
て
お
ら
ず
、
福
祉

ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
福
祉
課
障
害
福
祉
担
当
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
４

　
フ
ァ
ク
ス（
42
）８
９
５
３

　
メ
ー
ルfukusi@

city.ayabe.lg.jp

　
市
消
防
本
部
は
、
救
急
医
療
週
間

の
関
連
事
業
と
し
て「
救
急
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
ま
す
。
多
数
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
時
／
９
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
１
時
。
場
所
／
バ
ザ
ー
ル
タ

ウ
ン
綾
部
ア
ス
パ
（
綾
中
町
）。
内
容

／
応
急
手
当
の
説
明
と
体
験
▽
高
規

格
救
急
車
の
展
示
▽
ぬ
り
絵
▽
子
ど

も
救
急
服
を
着
て
記
念
撮
影
▽
消
防

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
け
し
太
君
」
の

顔
出
し
看
板
設
置―

な
ど
。

問
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　
福
祉
・
介
護
の
資
格
取
得
や
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
よ
り
福
祉
事
業
所
へ
就

職
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
10
月
に
開

講
す
る「
福
祉
即
戦
力
人
材
養
成
科
」

（
離
職
者
向
け
訓
練
）
の
説
明
会
が

行
わ
れ
ま
す
。

日
時
／
８
月
30
日
、
９
月
６
日
（
水
）

地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
雇
用
・

労
働
政
策
や
経
済
政
策
な
ど
を
企

画
・
立
案
す
る
上
で
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
、
暮
ら
し
の
改
善
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

　
９
月
中
旬
か
ら
、
調
査
員
証
を
携

行
し
た
調
査
員
が
、
対
象
の
お
宅
に

伺
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容

は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守

さ
れ
ま
す
。

問
総
務
課
☎（
42
）４
２
２
３

　
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
人
や
途
中
で

聞
こ
え
な
く
な
っ
た
人
の
た
め
に
、

話
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
書
い
て

伝
え
る
「
要
約
筆
記
者
養
成
講
座
」

の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
９
月
24
日（
日
）、
10
月
８
日

（
日
）、
15
日（
日
）、
29
日（
日
）、
11

月
４
日（
土
）、
18
日（
土
）、
12
月
２

日（
土
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３

時
30
分
。※

12
月
２
日
の
み
午
前
９

時
30
分
〜
正
午
。
場
所
／
９
月
＝
福

祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）。
10
、
12
月

＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）。

11
月
＝
栗
文
化
セ
ン
タ
ー
（
栗
町
）。

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以

上
の
人
。
費
用
／
テ
キ
ス
ト
代
３
４

０
０
円
。
申
込
み
／
９
月
13
日（
水
）

の
現
場
へ
の
就
職
・
再
就
職
を
希
望

し
て
い
る
人
。
内
容
／
座
学
、
実
技

演
習
、
就
労
相
談
な
ど
。
定
員
／
20

人
。
申
込
み
／
①
は
10
月
13
日（
金
）

ま
で
、②
は
11
月
９
日（
木
）ま
で
に
、

電
話
で
府
社
会
福
祉
協
議
会
京
都
府

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
５
（
２
５
２
）
６
２
９
７

　
文
部
科
学
省
は
、
平
成
29
年
度
就

学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中
学
校
卒

業
程
度
認
定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

出
願
期
間
／
８
月
21
日
（
月
）
〜
９

月
８
日（
金
）。
出
願
／
願
書
を
書
留

郵
便
で
文
部
科
学
省
へ
。
試
験
日
／

10
月
26
日（
木
）。
場
所
／
京
都
府
庁

別
館
（
京
都
市
）。

問
京
都
府
教
育
庁
学
校
教
育
課

　
☎
０
７
５（
４
１
４
）５
８
２
３

　
あ
や
べ
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会

は
、
11
月
５
日（
日
）に
開
催
す
る
同

ま
つ
り
「
一
般
参
加
イ
ベ
ン
ト
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
／
１
枠
（
縦
４
・
５
㌢
、
横
６

㌢
）。
仕
様
／
２
色
刷
り
。
期
間
／

10
月
号
か
ら
平
成
30
年
３
月
号
ま

で
。
費
用
／
３
万
円
（
半
年
契
約
）。

デ
ザ
イ
ン
料
含
む
。
申
込
み
／
８
月

31
日
（
木
）
ま
で
に
秘
書
広
報
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
０
５

　
市
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

仕
様
／
１
枠
の
大
き
さ
は
縦
60
ピ
ク

セ
ル
、
横
１
８
３
ピ
ク
セ
ル
。
32
㌔

バ
イ
ト
以
内
で
ｇ
ｉ
ｆ
形
式
（
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
不
可
）。
期
間
／
10
月

１
日
（
日
）
〜
平
成
30
年
３
月
31
日

（
土
）。費
用
／
３
万
円（
半
年
契
約
）。

掲
載
場
所
／
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
下
部
。

申
込
み
／
８
月
31
日
（
木
）
ま
で
に

秘
書
広
報
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
０
５

　
８
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
３
０
４
９
人
（
男
１
５
８

８
０
、
女
１
７
１
６
９
）。
世
帯
数

は
１
３
８
３
７
世
帯
で
す
。

　
同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は
４

件
（
建
物
０
件
）
で
す
。

そ
の
他
／
綾
部
駅
〜
中
央
公
民
館
間

の
送
迎
バ
ス
あ
り
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
５
６

　
府
と
市
町
村
振
興
協
会
は
、
地
域

づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
「
地
域
力

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
交
付

金
」
の
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
事
業
／
自
治
会
な
ど
の
地
域
の

皆
さ
ん
が
協
力
し
て
自
主
的
に
取
り

組
む
地
域
力
再
生
活
動
。
募
集
期
間

／
９
月
１
日
（
金
）
〜
10
月
２
日

（
月
）。交
付
率
／
事
業
内
容
に
応
じ
、

対
象
経
費
の
３
分
の
２
か
全
額
（
交

付
上
限
額
は
事
業
内
容
に
応
じ
30
〜

６
６
０
万
円
）。
申
請
方
法
／
所
定

の
申
請
書
を
市
民
協
働
課
か
府
中
丹

広
域
振
興
局
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

　
同
局
☎
０
７
７
３（
62
）２
０
３
１

　
市
は
、
本
紙
「
広
報
あ
や
べ
・
ね

っ
と
」
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し

ま
す
。
本
紙
は
毎
月
１
回
、
１
７
２

０
０
部
発
行
。
市
内
の
全
世
帯
に
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
企
業
や
市
外
の

特
別
市
民
な
ど
多
く
の
人
に
読
ま
れ

て
い
ま
す
。

内
容
／
ダ
ン
ス
や
太
鼓
な
ど
設
備
が

簡
易
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
時
間
／

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
１
時
30
分

ま
で
の
間
に
、
１
グ
ル
ー
プ
当
た
り

20
分
以
内
。
場
所
／
あ
や
べ
グ
ン
ゼ

ス
ク
エ
ア
（
青
野
町
）。
申
込
み
／

９
月
19
日（
火
）ま
で
に
農
林
課
へ
。

申
込
様
式
は
同
課
窓
口
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
産
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
／
産
業
）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
６
６
、

　
フ
ァ
ク
ス（
42
）４
４
０
６

　
市
合
唱
連
盟
は
、
12
月
３
日
（
日
）

に
行
う
第
38
回
綾
部
市
民
合
唱
祭
に

向
け
て
結
成
す
る「
合
唱
団
あ
や
べ
」

の
団
員
を
募
集
し
ま
す
。
初
心
者
も

歓
迎
。
地
元
合
唱
団
の
指
導
者
が
、

分
か
り
や
す
く
教
え
ま
す
。

練
習
日
時
／
10
月
20
、
27
日
、
11
月

10
、
24
日
、
12
月
１
日
（
金
）
い
ず

れ
も
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
。
10
月

20
日
は
結
団
式
あ
り
。
場
所
／
中
央

公
民
館（
里
町
）。
合
唱
曲
／
「
ふ
る

さ
と
は
あ
や
べ
」「
こ
こ
に
い
る
幸

せ
」「
マ
イ
・
ウ
ェ
イ
」。
参
加
費
／

高
校
生
以
上
５
０
０
円
（
小
中
学
生

無
料
）。
申
込
み
／
所
定
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
費
を

添
え
て
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。
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綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

募 

集
募 

集

人
口・
火
災

人
口・
火
災

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます。

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

ハイビスカスのゼリーを使った

杏仁パフェ
（数に限りがあります！）

★調理員（臨時職員）
★生活支援員
★グループホーム世話人
　（夜勤）

　
危
険
物
を
取
り
扱
う
た
め
に

必
要
な
資
格
、「
危
険
物
取
扱

者
」の
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
試
験
に
先
立
ち
、
市
消

防
本
部
は
予
備
講
習
会
を
実
施

し
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習

会
＝
日
時
／
９
月
30
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
。

場
所
／
市
消
防
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
味
方
町
）。
費
用

／
受
講
料
必
要
。
テ
キ
ス
ト
希

望
の
場
合
は
別
途
書
籍
代
必
要
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
＝
開
催
日

／
10
月
29
日（
日
）。
場
所
／
府

立
中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館
（
福

知
山
市
）。
書
面
申
請
／
８
月

25
日（
金
）〜
９
月
４
日
（
月
）。

申
請
用
紙
は
、
消
防
本
部
に
あ

り
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
担
当

　
☎（
42
）０
１
１
９

　
総
務
省
統
計
局
は
、
平
成
29
年
10

月
１
日
現
在
で
、
就
業
構
造
基
本
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

15
歳
以
上
の
人
の
就
業
状
態
を
調
べ

る
も
の
で
す
。
調
査
結
果
は
、
国
や

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

や
っ
て
み
よ
う
！
要
約
筆
記

救
急
フ
ェ
ア

福
祉
資
格
者
就
業
サ
ポ
ー
ト
研
修

平
成
29
年
就
業
構
造
基
本
調
査

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

「
合
唱
団
あ
や
べ
」
団
員

地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
広
報
あ
や
べ
」
へ
の
広
告

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告

あ
や
べ
産
業
ま
つ
り
参
加
者

離
職
者
向
け
訓
練
「
福
祉
即
戦
力

人
材
養
成
科
」
説
明
会

出演：佐藤B作、山本陽子、前川泰之ほか

9月26日火
13：30開演

前売り
（自由席）3,500円
（指定席）4,000円

京都府中丹文化会館
☎0773-42-7705

妖麗「牡丹燈籠」
松竹特別公演

夏限定

□ケアマネジャー
□看護師・准看護師
□ケアワーカー
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市
は
８
月
１
日
、
功
労
者
等
表

彰
式
を
開
催
。
功
労
者
１
人
、
寄

付
を
い
た
だ
い
た
篤
志
者
５
人
・

１
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
や
地
域
振
興

等
で
功
績
の
あ
っ
た
分
野
別
功
績

者
８
人
・
７
団
体
を
表
彰
し
ま
し

た
。被
表
彰
者
は
次
の
皆
さ
ん（
敬

称
略
、
順
不
同
）。

田
所

　卓
（
本
町
一
丁
目
）

　昭
和
55
年
４
月
か
ら
市
文
化
協

会
の
理
事
や
副
会
長
な
ど
を
歴

任
。
平
成
17
年
４
月
か
ら
12
年
間

に
わ
た
り
同
協
会
会
長
を
務
め
る

な
ど
、
個
性
あ
ふ
れ
る
市
民
の
文

化
芸
術
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
平
成
４
年
10
月
か

　北
風
よ
り
太
陽

　北
風
と
太
陽
が
、
旅
人
の
上

着
を
脱
が
せ
る
こ
と
が
で
き
る

か
力
比
べ
を
す
る
イ
ソ
ッ
プ
寓
話

が
あ
る
。
北
風
は
力
ず
く
で
上

着
を
吹
き
飛
ば
そ
う
と
し
て
失

敗
す
る
が
、
太
陽
は
燦
燦
と
照

り
付
け
る
こ
と
で
旅
人
が
自
ら

上
着
を
脱
ぎ
、
勝
負
が
決
し
た

話
で
あ
る
。
転
じ
て
物
事
に
対

し
て
厳
罰
で
臨
む
態
度
と
、寛
容

に
対
応
す
る
姿
勢
の
対
比
を
諭

す
例
え
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

　米
国
留
学
中
の
講
義
で
、ア

メ
リ
カ
人
は
恐
怖
心
を
煽
っ
た

方
が
生
産
性
の
上
が
る
傾
向
が

強
い
が
、
日
本
人
は
逆
に
安
心

を
与
え
た
方
が
よ
り
頑
張
る
国

民
性
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
た
こ

と
を
思
い
出
す
。
因
っ
て
米
国
で

は
徹
底
し
て
成
果
主
義
を
導
入

し
解
雇
を
も
ち
ら
つ
か
せ
る
経

営
が
主
で
あ
る
の
に
対
し
、
日

本
で
は
年
功
序
列
や
終
身
雇
用

を
も
っ
て
愛
社
精
神
を
涵
養
し
、

滅
私
奉
公
を
是
と
す
る
と
の
説

明
で
あ
っ
た
。

　地
方
創
生
の
論
拠
と
な
っ
た

の
は
「
増
田
レ
ポ
ー
ト
」
と
呼

ば
れ
る
報
告
書
だ
が
、
そ
の
中

で
８
９
６
の
自
治
体
を〝
消
滅

可
能
〞と
名
指
し
で
公
表
し
た

た
め
そ
の
反
響
は
大
き
か
っ
た
。

い
わ
ば「
北
風
」作
戦
の
如
く
恐

怖
心
を
煽
り
危
機
感
を
植
え
付

け
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
の
で
あ

ろ
う
が
、
結
果
と
し
て
自
治
体

の
多
く
に〝
諦
め
〞と〝
絶
望
〞だ

け
が
残
っ
た
の
も
ま
た
事
実
で

あ
る
。
水
源
の
里
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
あ
る
小
田
切
徳
美
・
明

治
大
学
農
学
部
教
授
は
、
地
域

振
興
こ
そ
「
太
陽
」
作
戦
で
臨

む
べ
き
と
論
じ
る
。
地
方
創
生

に
は
忍
耐
を
要
す
る
が
、
性
急

に
果
を
追
う
よ
り
地
道
に
頑
張

る
し
か
道
は
拓
け
な
い
と
の
強
い

メッ
セ
ー
ジ
と
捉
え
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

90ぐ
う 

わ

さ
ん
さ
ん

の
ぞ

さ
と

あ
お

よ

か
ん 

よ
う

も
く
ろ

ご
と

あ
き
ら

ひ
ら

ら
12
年
間
に
わ
た
り
、
市
教
育
委

員
会
委
員
を
務
め
、
平
成
11
年
か

ら
の
５
年
間
は
委
員
長
と
し
て
、

心
豊
か
な
人
づ
く
り
と
学
校
教

育
・
社
会
教
育
の
振
興
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）▽
出
口

紅
（
亀
岡
市
）▽
永
井
修
（
舘
町
）

▽
前
田
道
子
（
寺
町
）▽
由
良
源

太
郎
（
本
町
一
丁
目
）▽
三
ツ
星

ベ
ル
ト
（
神
戸
市
）

　海
老
ケ
瀬
順
子
（
白
道
路
町
）

▽
大
島
祐
哉
（
東
京
都
）▽
蒲
田

正
樹
（
東
京
都
）▽
清
水
颯
太
（
上

延
町
）▽
永
井
廉
（
味
方
町
）▽
樋

口
優
人
（
上
延
町
）▽
丸
岡
凜
子

（
青
野
町
）▽
森
津
一
男
（
八
津
合

町
）▽
府
立
綾
部
高
等
学
校
硬
式

野
球
部
（
岡
町
）▽
同
東
分
校
（
川

糸
町
）▽
綾
部
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ（
宮

代
町
）▽
京
セ
ラ
京
都
綾
部
工
場

（
味
方
町
）▽
さ
と
う
バ
ザ
ー
ル
タ

ウ
ン
綾
部
ア
ス
パ
（
綾
中
町
）▽

七
不
思
議
伝
説
の
里
・
志
賀
郷
地

域
振
興
協
議
会
（
志
賀
郷
町
）▽

由
良
川
サ
ケ
環
境
保
全
実
行
委
員

会
（
駅
前
通
り
）

市
功
労
者
等
を
表
彰

市
功
労
者
等
を
表
彰

　第23期農業委員会の各委員が７月20日、決まりました。制度改正に
より農業委員会委員（以下、農業委員）が市長の任命制となったほか、
新たに農地利用最適化推進委員（以下、推進委員）が設けられました。

　市
長
か
ら
任
命
通
知
書
を
受
け

た
農
業
委
員
は
こ
の
日
、
総
会
を

開
催
。
互
選
に
よ
り
会
長
を
三
和

喜
治
さ
ん
（
上
八
田
町
）、
同
職

務
代
理
者
を
鎌
部
勉
武
さ
ん
（
五

津
合
町
）
に
決
定
す
る
な
ど
し
ま

し
た
。

　そ
の
後
、
会
長
か
ら
推
進
委
員

に
委
嘱
状
を
交
付
。
府
農
業
会
議

の
職
員
を
講
師
に
農
地
売
買
や
転

用
の
要
件
、
利
用
権
設
定
、
農
地

利
用
の
最
適
化
な
ど
に
つ
い
て
の

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　農
業
委
員
、
推
進
委
員
と
も
任

期
は
平
成
32
年
７
月
19
日
ま
で
の

３
年
間
。
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
（
敬
称
略
・
順
不
同
。※

は
再

任
）。

農
業
委
員

▽
四
方
諭
（
味
方
町
）▽
林
多
嘉

子
（
月
見
町
）▽
雨
林
利
治
（
高

津
町
）▽
塩
見
和
明※

（
有
岡
町
）

▽
三
和
喜
治※

（
上
八
田
町
）▽
梅

原
茂
昭
（
七
百
石
町
）▽
柏
原
明

宏
（
上
杉
町
）▽
白
波
瀨
一
幸
（
鷹

栖
町
）▽
久
後
靖
代
（
和
木
町
）▽

髙
橋
大
治
郎※

（
忠
町
）▽
福
井
智

德
美※

（
位
田
町
）▽
大
槻
耕
治

（
舘
町
）▽
森
方
義
孝
（
私
市
町
）

▽
植
田
壽
良※

（
物
部
町
）▽
相
根

謹
一（
篠
田
町
）▽
梅
原
久
夫※

（
仁
和
町
）▽
大
山
勇※

（
睦
合
町
）

▽
鎌
部
勉
武※

（
五
津
合
町
）▽
渡

邉
要
治
（
睦
寄
町
）

推
進
委
員

▽
安
村
武
（
井
倉
町
）▽
上
原
裕

（
安
場
町
）▽
四
方
康
（
高
倉
町
）

▽
梅
原
俊
昭
（
岡
安
町
）▽
西
野

栄
二
（
梅
迫
町
）▽
谷
垣
正
義
（
上

原
町
）▽
角
山
國
男
（
忠
町
）▽
田

中
晃
（
位
田
町
）▽
佐
々
木
清
志

（
栗
町
）▽
大
槻
智
（
大
畠
町
）▽

大
槻
祐
紀
（
西
坂
町
）▽
藤
原
琢

己
（
物
部
町
）▽
井
上
吉
夫
（
志

賀
郷
町
）▽
白
波
瀬
一
雄
（
別
所

町
）▽
岸
本
章
三
（
八
津
合
町
）▽

森
本
幸
（
五
津
合
町
）▽
仲
久
保

弘
志
（
故
屋
岡
町
）

　これまで農業委員として
参加した農地相談会では、
「高齢化でいつ耕作できな
くなるか―」と心配する声
をよく聞きました。推進委
員や協力員の皆さんとよく
話し合い、協力して荒廃農
地が増えないよう取り組ん
でいきたいと思います。

農業委員会
三 和 喜 治 会長

▶山崎市長から農業委員へ
　初めて任命通知書を交付

▼農地法等について熱心に
　学ぶ委員

制度改正後
初

制度改正後
初農業委員・推進委員決まる農業委員・推進委員決まる

任
期
は
平
成
32
年
ま
で

農
地
の
荒
廃
を
防
ぎ
た
い

　農地の売買・貸借、転用など
の許可等、について審議を行う。
今期は、19人の委員のうち10
人が認定農業者等。女性委員は
３人。

　集落や中間管理機構、農業委
員などと連携して農地利用の最
適化を推進。新設された委員で
17人が委嘱を受けた。

　農地利用状況調査など、集落
における農業委員会の活動に協
力。自治会推薦で１５７人。

農地利用最適化推進委員

農業委員

農業委員会協力員

ことばことば

功
労
者

篤
志
者

分
野
別
功
績
者

14人・８団体を表彰

謝辞を述べる田所さん

午
前
10
時
〜
11
時
。
場
所
／
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
綾
部
（
宮
代
町
）。
内
容
／

福
祉
即
戦
力
人
材
養
成
科
の
概
要
や

特
徴
の
紹
介
、
過
去
に
参
加
し
た
人

の
体
験
談
、
質
疑
応
答
な
ど
。

問
京
都
府
北
部
福
祉
人
材
確
保
事
業

　（
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
内
）

　
☎（
22
）２
８
１
５
、

　
フ
ァ
ク
ス（
22
）２
８
１
８

　
現
在
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
従

事
し
て
い
な
い
介
護
福
祉
士
や
介
護

職
員
初
任
者
研
修
等
の
有
資
格
者
に

対
し
て
、
就
労
や
復
職
を
支
援
す
る

た
め
の
研
修
を
開
催
し
ま
す
。
２
日

間
の
研
修
を
通
し
て
最
新
の
知
識
・

技
術
を
習
得
し
、
福
祉
・
介
護
分
野

へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
①
＝
10
月
21
日（
土
）、
22
日

（
日
）。②
＝
11
月
16
日
（
木
）、
17
日

（
金
）。
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
30
分
。
場
所
／
①
＝
福
知
山
公

立
大
学
介
護
・
福
祉
人
材
養
成
セ
ン

タ
ー
（
福
知
山
市
）。②
＝
ハ
ー
ト
ピ

ア
京
都
４
階
第
５
会
議
室
（
京
都

市
）。
参
加
費
／
無
料
。
対
象
者
／

介
護
福
祉
士
や
介
護
職
員
初
任
者
研

修
等
の
資
格
を
有
す
る
人
で
、
都
合

に
よ
り
現
在
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
に
就
業
し
て
お
ら
ず
、
福
祉

ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
福
祉
課
障
害
福
祉
担
当
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
４

　
フ
ァ
ク
ス（
42
）８
９
５
３

　
メ
ー
ルfukusi@

city.ayabe.lg.jp

　
市
消
防
本
部
は
、
救
急
医
療
週
間

の
関
連
事
業
と
し
て「
救
急
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
ま
す
。
多
数
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
時
／
９
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
１
時
。
場
所
／
バ
ザ
ー
ル
タ

ウ
ン
綾
部
ア
ス
パ
（
綾
中
町
）。
内
容

／
応
急
手
当
の
説
明
と
体
験
▽
高
規

格
救
急
車
の
展
示
▽
ぬ
り
絵
▽
子
ど

も
救
急
服
を
着
て
記
念
撮
影
▽
消
防

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
け
し
太
君
」
の

顔
出
し
看
板
設
置―

な
ど
。

問
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　
福
祉
・
介
護
の
資
格
取
得
や
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
よ
り
福
祉
事
業
所
へ
就

職
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
10
月
に
開

講
す
る「
福
祉
即
戦
力
人
材
養
成
科
」

（
離
職
者
向
け
訓
練
）
の
説
明
会
が

行
わ
れ
ま
す
。

日
時
／
８
月
30
日
、
９
月
６
日
（
水
）

地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
雇
用
・

労
働
政
策
や
経
済
政
策
な
ど
を
企

画
・
立
案
す
る
上
で
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
、
暮
ら
し
の
改
善
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

　
９
月
中
旬
か
ら
、
調
査
員
証
を
携

行
し
た
調
査
員
が
、
対
象
の
お
宅
に

伺
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容

は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守

さ
れ
ま
す
。

問
総
務
課
☎（
42
）４
２
２
３

　
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
人
や
途
中
で

聞
こ
え
な
く
な
っ
た
人
の
た
め
に
、

話
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
書
い
て

伝
え
る
「
要
約
筆
記
者
養
成
講
座
」

の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
９
月
24
日（
日
）、
10
月
８
日

（
日
）、
15
日（
日
）、
29
日（
日
）、
11

月
４
日（
土
）、
18
日（
土
）、
12
月
２

日（
土
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３

時
30
分
。※

12
月
２
日
の
み
午
前
９

時
30
分
〜
正
午
。
場
所
／
９
月
＝
福

祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）。
10
、
12
月

＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）。

11
月
＝
栗
文
化
セ
ン
タ
ー
（
栗
町
）。

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以

上
の
人
。
費
用
／
テ
キ
ス
ト
代
３
４

０
０
円
。
申
込
み
／
９
月
13
日（
水
）

の
現
場
へ
の
就
職
・
再
就
職
を
希
望

し
て
い
る
人
。
内
容
／
座
学
、
実
技

演
習
、
就
労
相
談
な
ど
。
定
員
／
20

人
。
申
込
み
／
①
は
10
月
13
日（
金
）

ま
で
、②
は
11
月
９
日（
木
）ま
で
に
、

電
話
で
府
社
会
福
祉
協
議
会
京
都
府

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
５
（
２
５
２
）
６
２
９
７

　
文
部
科
学
省
は
、
平
成
29
年
度
就

学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中
学
校
卒

業
程
度
認
定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

出
願
期
間
／
８
月
21
日
（
月
）
〜
９

月
８
日（
金
）。
出
願
／
願
書
を
書
留

郵
便
で
文
部
科
学
省
へ
。
試
験
日
／

10
月
26
日（
木
）。
場
所
／
京
都
府
庁

別
館
（
京
都
市
）。

問
京
都
府
教
育
庁
学
校
教
育
課

　
☎
０
７
５（
４
１
４
）５
８
２
３

　
あ
や
べ
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会

は
、
11
月
５
日（
日
）に
開
催
す
る
同

ま
つ
り
「
一
般
参
加
イ
ベ
ン
ト
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
／
１
枠
（
縦
４
・
５
㌢
、
横
６

㌢
）。
仕
様
／
２
色
刷
り
。
期
間
／

10
月
号
か
ら
平
成
30
年
３
月
号
ま

で
。
費
用
／
３
万
円
（
半
年
契
約
）。

デ
ザ
イ
ン
料
含
む
。
申
込
み
／
８
月

31
日
（
木
）
ま
で
に
秘
書
広
報
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
０
５

　
市
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

仕
様
／
１
枠
の
大
き
さ
は
縦
60
ピ
ク

セ
ル
、
横
１
８
３
ピ
ク
セ
ル
。
32
㌔

バ
イ
ト
以
内
で
ｇ
ｉ
ｆ
形
式
（
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
不
可
）。
期
間
／
10
月

１
日
（
日
）
〜
平
成
30
年
３
月
31
日

（
土
）。費
用
／
３
万
円（
半
年
契
約
）。

掲
載
場
所
／
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
下
部
。

申
込
み
／
８
月
31
日
（
木
）
ま
で
に

秘
書
広
報
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
０
５

　
８
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
３
０
４
９
人
（
男
１
５
８

８
０
、
女
１
７
１
６
９
）。
世
帯
数

は
１
３
８
３
７
世
帯
で
す
。

　
同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は
４

件
（
建
物
０
件
）
で
す
。

そ
の
他
／
綾
部
駅
〜
中
央
公
民
館
間

の
送
迎
バ
ス
あ
り
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
５
６

　
府
と
市
町
村
振
興
協
会
は
、
地
域

づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
「
地
域
力

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
交
付

金
」
の
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
事
業
／
自
治
会
な
ど
の
地
域
の

皆
さ
ん
が
協
力
し
て
自
主
的
に
取
り

組
む
地
域
力
再
生
活
動
。
募
集
期
間

／
９
月
１
日
（
金
）
〜
10
月
２
日

（
月
）。交
付
率
／
事
業
内
容
に
応
じ
、

対
象
経
費
の
３
分
の
２
か
全
額
（
交

付
上
限
額
は
事
業
内
容
に
応
じ
30
〜

６
６
０
万
円
）。
申
請
方
法
／
所
定

の
申
請
書
を
市
民
協
働
課
か
府
中
丹

広
域
振
興
局
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

　
同
局
☎
０
７
７
３（
62
）２
０
３
１

　
市
は
、
本
紙
「
広
報
あ
や
べ
・
ね

っ
と
」
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し

ま
す
。
本
紙
は
毎
月
１
回
、
１
７
２

０
０
部
発
行
。
市
内
の
全
世
帯
に
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
企
業
や
市
外
の

特
別
市
民
な
ど
多
く
の
人
に
読
ま
れ

て
い
ま
す
。

内
容
／
ダ
ン
ス
や
太
鼓
な
ど
設
備
が

簡
易
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
時
間
／

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
１
時
30
分

ま
で
の
間
に
、
１
グ
ル
ー
プ
当
た
り

20
分
以
内
。
場
所
／
あ
や
べ
グ
ン
ゼ

ス
ク
エ
ア
（
青
野
町
）。
申
込
み
／

９
月
19
日（
火
）ま
で
に
農
林
課
へ
。

申
込
様
式
は
同
課
窓
口
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
産
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
／
産
業
）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
６
６
、

　
フ
ァ
ク
ス（
42
）４
４
０
６

　
市
合
唱
連
盟
は
、
12
月
３
日
（
日
）

に
行
う
第
38
回
綾
部
市
民
合
唱
祭
に

向
け
て
結
成
す
る「
合
唱
団
あ
や
べ
」

の
団
員
を
募
集
し
ま
す
。
初
心
者
も

歓
迎
。
地
元
合
唱
団
の
指
導
者
が
、

分
か
り
や
す
く
教
え
ま
す
。

練
習
日
時
／
10
月
20
、
27
日
、
11
月

10
、
24
日
、
12
月
１
日
（
金
）
い
ず

れ
も
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
。
10
月

20
日
は
結
団
式
あ
り
。
場
所
／
中
央

公
民
館（
里
町
）。
合
唱
曲
／
「
ふ
る

さ
と
は
あ
や
べ
」「
こ
こ
に
い
る
幸

せ
」「
マ
イ
・
ウ
ェ
イ
」。
参
加
費
／

高
校
生
以
上
５
０
０
円
（
小
中
学
生

無
料
）。
申
込
み
／
所
定
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
費
を

添
え
て
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。
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綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

募 

集
募 

集

人
口・
火
災

人
口・
火
災

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます。

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

ハイビスカスのゼリーを使った

杏仁パフェ
（数に限りがあります！）

★調理員（臨時職員）
★生活支援員
★グループホーム世話人
　（夜勤）

　
危
険
物
を
取
り
扱
う
た
め
に

必
要
な
資
格
、「
危
険
物
取
扱

者
」の
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
試
験
に
先
立
ち
、
市
消

防
本
部
は
予
備
講
習
会
を
実
施

し
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習

会
＝
日
時
／
９
月
30
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
。

場
所
／
市
消
防
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
味
方
町
）。
費
用

／
受
講
料
必
要
。
テ
キ
ス
ト
希

望
の
場
合
は
別
途
書
籍
代
必
要
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
＝
開
催
日

／
10
月
29
日（
日
）。
場
所
／
府

立
中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館
（
福

知
山
市
）。
書
面
申
請
／
８
月

25
日（
金
）〜
９
月
４
日
（
月
）。

申
請
用
紙
は
、
消
防
本
部
に
あ

り
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
担
当

　
☎（
42
）０
１
１
９

　
総
務
省
統
計
局
は
、
平
成
29
年
10

月
１
日
現
在
で
、
就
業
構
造
基
本
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

15
歳
以
上
の
人
の
就
業
状
態
を
調
べ

る
も
の
で
す
。
調
査
結
果
は
、
国
や

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

や
っ
て
み
よ
う
！
要
約
筆
記

救
急
フ
ェ
ア

福
祉
資
格
者
就
業
サ
ポ
ー
ト
研
修

平
成
29
年
就
業
構
造
基
本
調
査

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

「
合
唱
団
あ
や
べ
」
団
員

地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
広
報
あ
や
べ
」
へ
の
広
告

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告

あ
や
べ
産
業
ま
つ
り
参
加
者

離
職
者
向
け
訓
練
「
福
祉
即
戦
力

人
材
養
成
科
」
説
明
会

出演：佐藤B作、山本陽子、前川泰之ほか

9月26日火
13：30開演

前売り
（自由席）3,500円
（指定席）4,000円

京都府中丹文化会館
☎0773-42-7705

妖麗「牡丹燈籠」
松竹特別公演

夏限定

□ケアマネジャー
□看護師・准看護師
□ケアワーカー
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本
年
４
月
か
ら
７
月
末
ま
で

に
、
30
件
の
ク
マ
目
撃
情
報
が
市

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
秋
か
ら

冬
に
か
け
、
冬
眠
に
備
え
て
ク
マ

の
動
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
人

に
危
害
を
加
え
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
十
分
に
注
意
し
、
被
害

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
は
学
習
能
力
が
高
く
、
一

度
食
べ
物
に
あ
り
つ
く
と
そ
の
場

所
を
餌
場
と
し
て
覚
え
、
頻
繁
に

出
没
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
生

ご
み
な
ど
は
、
屋
外
に
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
ク
マ
の

餌
と
な
る
作
物
が
実
り
は
じ
め
ま

す
。
不
要
な
カ
キ
や
ク
リ
の
木
等

は
伐
採
す
る
と
と
も
に
、
果
実
等

は
放
置
せ
ず
早
め
に
収
穫
し
て
く

だ
さ
い
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
と
き
は
、
慌

て
ず
に
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
。
ク
マ
が
こ
ち
ら
の
存

在
に
気
付
い
て
い
な
い
場
合
、
刺

激
し
な
い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
避
難

し
、安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

万
一
目
の
前
に
現
れ
た
場
合
も
、

視
線
を
そ
ら
さ
ず
ゆ
っ
く
り
と
後

ろ
歩
き
で
立
ち
去
っ
て
く
だ
さ
い
。

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
山
に
入
る

場
合
は
「
ク
マ
の
生
息
域
に
入
っ

て
い
る
」
と
い
う
意
識
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
特
に
、
夕
方
と
早
朝
は

ク
マ
が
活
発
に
行
動
す
る
時
間
の

た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。
鈴
や

ラ
ジ
オ
、
笛
な
ど
の
音
で
自
分
の

存
在
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
万

一
に
備
え
て
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー

や
爆
竹
、
鉈
な
ど
を
携
行
し
て
く

だ
さ
い
。

市
は
、
ク
マ
の
目
撃
情
報
を
広

く
周
知
し
地
域
の
皆
さ
ん
の
安
全

を
守
る
た
め
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

を
配
信
し
て
い
ま
す
。
ク
マ
を
目

撃
し
た
場
合
は
、
自
分
の
安
全
を

確
保
し
た
上
で
農
林
課
へ
連
絡

し
、
目
撃
場
所
や
個
体
数
、
様
子

な
ど
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
人
的

被
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
警

察
に
も
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

☎
農
林
課（
42
）４
３
６
２
。

屋
外
に
生
ご
み
な
ど
は

　
　
　
　

  

置
か
な
い
で

万
一
に
備
え
た
対
策
を

目
撃
し
た
ら

　
　
　

 

市
へ
連
絡
を

目撃情報相
次ぐ

クマにご用心

メールマガジン登録を

●t-ayabe@sg-m.jpに空メール
　を送るか、下記のＱＲコードを読
　み取り、登録してください。

●配信カテゴリ「有害鳥獣情報」を
　選択してください。

※迷惑メール対策などでメール受
　信の拒否設定をしている場合、
　city.ayabe.lg.jpのメールが受
　信できるように設定
　してください。

獣害から
「ほ場」を守ろう

　市有害鳥獣駆除対策協議会は、農地に侵入防止柵を設置す
る団体に対し、資材を補助します。

対 象 事 業

事業実施主体

補 助 対 象

補 助 条 件

そ　の　他

資材補助（自力施工）

新規の設置に限る

費用対効果の分析と現地調査を実施します

加害獣の侵入を防止するため、農地に電気柵や
金網柵、複合柵を設置する事業

自治会や営農組合、水利組合等の受益戸数３戸
以上の団体

●同協議会で資材を一括購入します。団体が希望
　する業者での購入はできません。
●要望書を提出いただいても、事業採択できない
　場合や事業を縮小していただく場合があります。
●次の場合は事業の対象になりません。
　①事業の対象基準に合致しない場合
　②過去に国補助事業で設置した個所でその耐用
　　年数以内に更新をする場合
　③補助の確定までに独自で柵を設置した場合

注意

イノシシ シ カ サ ル

　市有害鳥獣駆除対策協議会は６月16日、於与
岐町の見内公民館でニホンザル被害対策講習会
を開催しました。受信機を用いたサルの位置の
特定方法や電気柵の正しい設置方法などを実習。
見内集落をモデルに、隣接集落と連携してどの
ようにサルを追い払うのが良いかの図上確認＝
写真＝も行いました。

な
た

昨年度、市内でのクマ目撃情報は113件

侵入防止柵設置に補助侵入防止柵設置に補助

サルを追い払え！
ー於与岐町で被害対策ーー於与岐町で被害対策ー

　昔は人里でイノシシやシカを見掛ける
ことが珍しいくらいでした。最近は餌を
求めて人里に降りてくることが多くなっ
たと感じています。市内においては平成
23年度、国の補助事業を活用して大規模
に柵が設置されました。侵入防止の効果
が出ていますが、害獣は柵のない場所を
求めて移動しています。　　
　当猟友会では、市の委託を受けて、有
害鳥獣の駆除隊を組織し、害獣の駆除を
行っています。会員の努力により、多く
の個体を捕獲していますが、放っておく
と今後も増えていくのではないでしょう
か。会員の減少や高齢化が進んでいるの
で、一緒に活動いただける人を募集して
います。

　５年ほど前からニホン
ザルを見掛けるようになり
ました。多いときでは、20頭
ほどの集団で出没。畑の作物が荒らされ、困っています。
　平成28年度、サル被害が特に多い見内集落に、ＩＣＴ
を用いた大型捕獲檻＝写真＝を整備。定点カメラの映像
をスマートフォン等で監視し、捕獲操作が行えます。ま
た、サルの群れの位置情報を特定する受信機を使った追
い払い対策も行っています。サルが出没した際には連絡
網で情報伝達し、地域ぐるみで追い払う予定。住民で連
携を図り、取り組んでいきます。

　狩猟免許の取得と猟友会での活動経験
が必要です。市は、新規に狩猟免許を取
得する人への補助を行っています。詳し
くは、農林課へお問い合わせください。

有害鳥獣の駆除隊員になるには…

府猟友会綾部支部
会長

金子惇信さん
あつ  のぶ

（右から）
東八田地区
自治会連合会長
辻 井 邦 夫さん
於与岐区長
大久保静雄さん
見内中山間地事業
代表
上野　司さん

綾部市役所☎（42）3280
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くらしの
メモ
■日 日程　■時 時間　■場 場所

■申 申し込み必要
■問 問い合わせ先

９～10月上旬

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
７
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　一
市
民

　
　
　
　５
万
円

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
３
千
円

　《
市
図
書
館
に
》

　日
東
精
工
（
井
倉
町
）

　
　
　
　
　児
童
書
１
０
６
冊

　絵
本
文
化
推
進
協
会（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
　
　児
童
書
25
冊

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　49
件  

１
４
３
万
４
５
０
０
円

　
７
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　一
市
民

　
　
　
　５
万
円

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
３
千
円

　《
市
図
書
館
に
》

　日
東
精
工
（
井
倉
町
）

　
　
　
　
　児
童
書
１
０
６
冊

　絵
本
文
化
推
進
協
会（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
　
　児
童
書
25
冊

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　49
件  

１
４
３
万
４
５
０
０
円

■日 

９
月
８
、
15
、
22
日（
金
）

■時 

19
時
〜
22
時
。
22
日
は
21
時
ま
で

■場 

市
消
防
コ
ミュニ
ティ
セ
ン
タ
ー（
味
方
町
）

■申 

■問 

消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

■日 

９
月
11
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
９
時
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、産
後
６
か
月
ま
で
の
産
婦
と
そ

の
家
族
対
象
。持
ち
物
は
母
子
手
帳

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
11
日（
月
）＝
試
食
会

■日 

９
月
30
日（
土
）  

■時 

11
時
〜
15
時

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
（
青
野
町
）

■問 

中
丹
広
域
振
興
局

　☎
０
７
７
３（
62
）２
７
４
３

■日 

９
月
５
日（
火
） 

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
６
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申 

■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

■日 

９
月
８
日（
金
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、上
林
会
場
は
申
し
込
み
必
要

■申 

■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

■日 

９
月
12
日（
火
） 

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

東
八
田
公
民
館
（
梅
迫
町
）

■時 

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

■日 

９
月
25
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

試
食
会
は
申
し
込
み
、
実

費
必
要

■問 

市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

■日 

９
月
13
日（
水
）

■時 
９
時
30
分
〜
、
13
時
30
分
〜

■場 
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※
参
加
費
２
７
０
０
円（
試
食
代
込
）

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

９
月
15
日（
金
）

■時 

９
時
30
分
〜
９
時
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
５
〜
11
か
月
の
乳
児
の
保
護

　者
対
象

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
20
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
13
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

74
歳
以
下
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
関
心
の
あ
る
人
対
象
。

定
員
20
人
。
材
料
費
３
０
０
円

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
29
日（
金
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。定
員
30
人
。持
ち
物

は
健
康
手
帳
。内
容
は「
生
活
の
中

に
リ
ハ
ビ
リ
を
取
り
入
れ
よ
う
！
」

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
１
日（
金
）〜
30
日（
土
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

由
良
川
河
畔
（
下
原
町
）

※

鮎
ま
つ
り
＆
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
は
10
日（
日
）11
時
〜
15
時
開
催

■問 

山
家
地
区
自
治
会
連
合
会

　☎（
46
）０
３
４
５

■日 

９
月
３
日（
日
） 

■時 

早
朝
１
時
間
程
度

■場 

市
内
全
域

■問 

綾
部
市
環
境
市
民
会
議
事
務
局

　☎（
42
）１
４
８
９

■日 

９
月
３
日（
日
）
　■時 

10
時
〜

■場 

岩
王
神
社
（
七
百
石
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

９
月
10
日（
日
）  

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

岩
王
寺
（
七
百
石
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

９
月
11
日（
月
）■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

あ
や
べ
作
業
所
（
物
部
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８
、

　フ
ァ
ク
ス（
40
）１
３
８
９

■日 

９
月
23
日（
土
・
祝
）

■時 

８
時
受
け
付
け
開
始

■場 

二
王
公
園
（
睦
寄
町
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

９
月
23
日（
土
・
祝
）  

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

正
暦
寺
（
寺
町
）

■問 

正
暦
寺
☎（
42
）０
９
８
０

■日 

９
月
30
日（
土
）
　■時 

８
時
〜

■場 

前
川
橋
付
近
（
故
屋
岡
町
）

■問 
上
林
川
を
美
し
く
す
る
会
事
務
局

　☎（
42
）１
４
８
９

■申 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

■日 

９
月
13
、
27
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

９
月
19
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
20
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

９
月
20
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　第
２
会
議
室

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

９
月
21
日（
木
）  

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
９
月
14
日（
木
）

　８
時
30
分
〜
。
先
着
10
人

■申 

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

９
月
26
日（
火
）  

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

綾
部
会
館
（
味
方
町
）

※

定
員
５
人

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

■日 

９
月
27
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

■日 

９
月
27
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

■日 

10
月
３
日（
火
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
９
月
26
日（
火
）〜
29

日（
金
）

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

■日 

９
月
３
日
、
10
月
１
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

■日 

９
月
10
日
、
10
月
１
日（
日
）

■時 

８
時
30
分
〜
17
時

■場 

並
松
町
☎（
42
）１
３
２
０

■日 

９
月
７
、
14
、
21
、
28
日

　10
月
５
、
12
、
19
、
26
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
関
係
の
届
出
、
各
種

証
明
書
の
発
行
、
市
税
な
ど
の

納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
５
、（
42
）４
２
４
６

　会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

上
級
救
命
講
習

里
山
そ
ば
打
ち
教
室「
す
み
か
」

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

糖
尿
病
教
室

交
通
事
故
相
談

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

調
停
相
談

行
政
相
談

法
律
相
談

就
職
相
談

成
年
後
見
相
談

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場

市
役
所
の
窓
口
延
長

講
座
・
教
室

離
乳
食
講
座

め
た
ぼ
ら
会

萩
ま
つ
り（
岩
王
寺
）

喫
茶
シ
ボ
ラ

里
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
in
綾
部

萩
ま
つ
り（
正
暦
寺
）

上
林
川
を
美
し
く
す
る
会
ヨ
シ
刈
り
作
業

あ
や
べ
山
家
観
光
や
な
漁

元
気
は
つ
ら
つ
教
室（
健
康
講
座
）

環
境
美
化
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

久
原
の
荒
神
八
朔
祭

催
し
な
ど

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

無
料
開
放

皆さんの投票で人気ナンバー１のキャラクターを決める
「ゆるキャラ®グランプリ」に、まゆピーが
今年もエントリーしました！ 応援よろしくね！

投票期間：８月１日～11月10日
パソコンやスマートフォンから
　　　　　　　　１日１回投票できます。

＼投票で応援を！ゆるキャラグランプリ／

投票はこちらから！

育
児
相
談

女
性
相
談

人
権
相
談

耳
の
こ
と
相
談

由
良
川
マ
ル
シ
ェ

相

　談
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本
年
４
月
か
ら
７
月
末
ま
で

に
、
30
件
の
ク
マ
目
撃
情
報
が
市

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
秋
か
ら

冬
に
か
け
、
冬
眠
に
備
え
て
ク
マ

の
動
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
人

に
危
害
を
加
え
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
十
分
に
注
意
し
、
被
害

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
は
学
習
能
力
が
高
く
、
一

度
食
べ
物
に
あ
り
つ
く
と
そ
の
場

所
を
餌
場
と
し
て
覚
え
、
頻
繁
に

出
没
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
生

ご
み
な
ど
は
、
屋
外
に
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
ク
マ
の

餌
と
な
る
作
物
が
実
り
は
じ
め
ま

す
。
不
要
な
カ
キ
や
ク
リ
の
木
等

は
伐
採
す
る
と
と
も
に
、
果
実
等

は
放
置
せ
ず
早
め
に
収
穫
し
て
く

だ
さ
い
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
と
き
は
、
慌

て
ず
に
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
。
ク
マ
が
こ
ち
ら
の
存

在
に
気
付
い
て
い
な
い
場
合
、
刺

激
し
な
い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
避
難

し
、安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

万
一
目
の
前
に
現
れ
た
場
合
も
、

視
線
を
そ
ら
さ
ず
ゆ
っ
く
り
と
後

ろ
歩
き
で
立
ち
去
っ
て
く
だ
さ
い
。

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
山
に
入
る

場
合
は
「
ク
マ
の
生
息
域
に
入
っ

て
い
る
」
と
い
う
意
識
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
特
に
、
夕
方
と
早
朝
は

ク
マ
が
活
発
に
行
動
す
る
時
間
の

た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。
鈴
や

ラ
ジ
オ
、
笛
な
ど
の
音
で
自
分
の

存
在
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
万

一
に
備
え
て
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー

や
爆
竹
、
鉈
な
ど
を
携
行
し
て
く

だ
さ
い
。

市
は
、
ク
マ
の
目
撃
情
報
を
広

く
周
知
し
地
域
の
皆
さ
ん
の
安
全

を
守
る
た
め
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

を
配
信
し
て
い
ま
す
。
ク
マ
を
目

撃
し
た
場
合
は
、
自
分
の
安
全
を

確
保
し
た
上
で
農
林
課
へ
連
絡

し
、
目
撃
場
所
や
個
体
数
、
様
子

な
ど
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
人
的

被
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
警

察
に
も
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

☎
農
林
課（
42
）４
３
６
２
。

屋
外
に
生
ご
み
な
ど
は

　
　
　
　

  

置
か
な
い
で

万
一
に
備
え
た
対
策
を

目
撃
し
た
ら

　
　
　

 

市
へ
連
絡
を

目撃情報相
次ぐ

クマにご用心

メールマガジン登録を

●t-ayabe@sg-m.jpに空メール
　を送るか、下記のＱＲコードを読
　み取り、登録してください。

●配信カテゴリ「有害鳥獣情報」を
　選択してください。

※迷惑メール対策などでメール受
　信の拒否設定をしている場合、
　city.ayabe.lg.jpのメールが受
　信できるように設定
　してください。

獣害から
「ほ場」を守ろう

　市有害鳥獣駆除対策協議会は、農地に侵入防止柵を設置す
る団体に対し、資材を補助します。

対 象 事 業

事業実施主体

補 助 対 象

補 助 条 件

そ　の　他

資材補助（自力施工）

新規の設置に限る

費用対効果の分析と現地調査を実施します

加害獣の侵入を防止するため、農地に電気柵や
金網柵、複合柵を設置する事業

自治会や営農組合、水利組合等の受益戸数３戸
以上の団体

●同協議会で資材を一括購入します。団体が希望
　する業者での購入はできません。
●要望書を提出いただいても、事業採択できない
　場合や事業を縮小していただく場合があります。
●次の場合は事業の対象になりません。
　①事業の対象基準に合致しない場合
　②過去に国補助事業で設置した個所でその耐用
　　年数以内に更新をする場合
　③補助の確定までに独自で柵を設置した場合

注意

イノシシ シ カ サ ル

　市有害鳥獣駆除対策協議会は６月16日、於与
岐町の見内公民館でニホンザル被害対策講習会
を開催しました。受信機を用いたサルの位置の
特定方法や電気柵の正しい設置方法などを実習。
見内集落をモデルに、隣接集落と連携してどの
ようにサルを追い払うのが良いかの図上確認＝
写真＝も行いました。

な
た

昨年度、市内でのクマ目撃情報は113件

侵入防止柵設置に補助侵入防止柵設置に補助

サルを追い払え！
ー於与岐町で被害対策ーー於与岐町で被害対策ー

　昔は人里でイノシシやシカを見掛ける
ことが珍しいくらいでした。最近は餌を
求めて人里に降りてくることが多くなっ
たと感じています。市内においては平成
23年度、国の補助事業を活用して大規模
に柵が設置されました。侵入防止の効果
が出ていますが、害獣は柵のない場所を
求めて移動しています。　　
　当猟友会では、市の委託を受けて、有
害鳥獣の駆除隊を組織し、害獣の駆除を
行っています。会員の努力により、多く
の個体を捕獲していますが、放っておく
と今後も増えていくのではないでしょう
か。会員の減少や高齢化が進んでいるの
で、一緒に活動いただける人を募集して
います。

　５年ほど前からニホン
ザルを見掛けるようになり
ました。多いときでは、20頭
ほどの集団で出没。畑の作物が荒らされ、困っています。
　平成28年度、サル被害が特に多い見内集落に、ＩＣＴ
を用いた大型捕獲檻＝写真＝を整備。定点カメラの映像
をスマートフォン等で監視し、捕獲操作が行えます。ま
た、サルの群れの位置情報を特定する受信機を使った追
い払い対策も行っています。サルが出没した際には連絡
網で情報伝達し、地域ぐるみで追い払う予定。住民で連
携を図り、取り組んでいきます。

　狩猟免許の取得と猟友会での活動経験
が必要です。市は、新規に狩猟免許を取
得する人への補助を行っています。詳し
くは、農林課へお問い合わせください。

有害鳥獣の駆除隊員になるには…

府猟友会綾部支部
会長

金子惇信さん
あつ  のぶ

（右から）
東八田地区
自治会連合会長
辻 井 邦 夫さん
於与岐区長
大久保静雄さん
見内中山間地事業
代表
上野　司さん

綾部市役所☎（42）3280
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くらしの
メモ
■日 日程　■時 時間　■場 場所

■申 申し込み必要
■問 問い合わせ先

９～10月上旬

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
７
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　一
市
民

　
　
　
　５
万
円

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
３
千
円

　《
市
図
書
館
に
》

　日
東
精
工
（
井
倉
町
）

　
　
　
　
　児
童
書
１
０
６
冊

　絵
本
文
化
推
進
協
会（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
　
　児
童
書
25
冊

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　49
件  

１
４
３
万
４
５
０
０
円

　
７
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　一
市
民

　
　
　
　５
万
円

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
３
千
円

　《
市
図
書
館
に
》

　日
東
精
工
（
井
倉
町
）

　
　
　
　
　児
童
書
１
０
６
冊

　絵
本
文
化
推
進
協
会（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
　
　児
童
書
25
冊

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　49
件  

１
４
３
万
４
５
０
０
円

■日 

９
月
８
、
15
、
22
日（
金
）

■時 

19
時
〜
22
時
。
22
日
は
21
時
ま
で

■場 

市
消
防
コ
ミュニ
ティ
セ
ン
タ
ー（
味
方
町
）

■申 

■問 

消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

■日 

９
月
11
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
９
時
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、産
後
６
か
月
ま
で
の
産
婦
と
そ

の
家
族
対
象
。持
ち
物
は
母
子
手
帳

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
11
日（
月
）＝
試
食
会

■日 

９
月
30
日（
土
）  

■時 

11
時
〜
15
時

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
（
青
野
町
）

■問 

中
丹
広
域
振
興
局

　☎
０
７
７
３（
62
）２
７
４
３

■日 

９
月
５
日（
火
） 

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
６
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申 

■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

■日 

９
月
８
日（
金
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、上
林
会
場
は
申
し
込
み
必
要

■申 

■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

■日 

９
月
12
日（
火
） 

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

東
八
田
公
民
館
（
梅
迫
町
）

■時 

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

■日 

９
月
25
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

試
食
会
は
申
し
込
み
、
実

費
必
要

■問 

市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

■日 

９
月
13
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
、
13
時
30
分
〜

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
２
７
０
０
円（
試
食
代
込
）

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

９
月
15
日（
金
）

■時 

９
時
30
分
〜
９
時
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
５
〜
11
か
月
の
乳
児
の
保
護

　者
対
象

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
20
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
13
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

74
歳
以
下
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
関
心
の
あ
る
人
対
象
。

定
員
20
人
。
材
料
費
３
０
０
円

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
29
日（
金
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。定
員
30
人
。持
ち
物

は
健
康
手
帳
。内
容
は「
生
活
の
中

に
リ
ハ
ビ
リ
を
取
り
入
れ
よ
う
！
」

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
１
日（
金
）〜
30
日（
土
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

由
良
川
河
畔
（
下
原
町
）

※

鮎
ま
つ
り
＆
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
は
10
日（
日
）11
時
〜
15
時
開
催

■問 

山
家
地
区
自
治
会
連
合
会

　☎（
46
）０
３
４
５

■日 

９
月
３
日（
日
） 

■時 

早
朝
１
時
間
程
度

■場 

市
内
全
域

■問 

綾
部
市
環
境
市
民
会
議
事
務
局

　☎（
42
）１
４
８
９

■日 

９
月
３
日（
日
）
　■時 

10
時
〜

■場 

岩
王
神
社
（
七
百
石
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

９
月
10
日（
日
）  

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

岩
王
寺
（
七
百
石
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

９
月
11
日（
月
）■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

あ
や
べ
作
業
所
（
物
部
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８
、

　フ
ァ
ク
ス（
40
）１
３
８
９

■日 

９
月
23
日（
土
・
祝
）

■時 

８
時
受
け
付
け
開
始

■場 

二
王
公
園
（
睦
寄
町
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

９
月
23
日（
土
・
祝
）  

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

正
暦
寺
（
寺
町
）

■問 

正
暦
寺
☎（
42
）０
９
８
０

■日 

９
月
30
日（
土
）
　■時 

８
時
〜

■場 

前
川
橋
付
近
（
故
屋
岡
町
）

■問 

上
林
川
を
美
し
く
す
る
会
事
務
局

　☎（
42
）１
４
８
９

■申 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

■日 

９
月
13
、
27
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 
９
月
19
日（
火
）

■時 
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

９
月
20
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

９
月
20
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　第
２
会
議
室

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

９
月
21
日（
木
）  

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
９
月
14
日（
木
）

　８
時
30
分
〜
。
先
着
10
人

■申 

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

９
月
26
日（
火
）  

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

綾
部
会
館
（
味
方
町
）

※

定
員
５
人

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

■日 

９
月
27
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

■日 

９
月
27
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

■日 
10
月
３
日（
火
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 
市
役
所

※

申
し
込
み
は
９
月
26
日（
火
）〜
29

日（
金
）

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

■日 

９
月
３
日
、
10
月
１
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

■日 

９
月
10
日
、
10
月
１
日（
日
）

■時 

８
時
30
分
〜
17
時

■場 

並
松
町
☎（
42
）１
３
２
０

■日 

９
月
７
、
14
、
21
、
28
日

　10
月
５
、
12
、
19
、
26
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
関
係
の
届
出
、
各
種

証
明
書
の
発
行
、
市
税
な
ど
の

納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
５
、（
42
）４
２
４
６

　会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

上
級
救
命
講
習

里
山
そ
ば
打
ち
教
室「
す
み
か
」

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

糖
尿
病
教
室

交
通
事
故
相
談

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

調
停
相
談

行
政
相
談

法
律
相
談

就
職
相
談

成
年
後
見
相
談

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場

市
役
所
の
窓
口
延
長

講
座
・
教
室

離
乳
食
講
座

め
た
ぼ
ら
会

萩
ま
つ
り（
岩
王
寺
）

喫
茶
シ
ボ
ラ

里
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
in
綾
部

萩
ま
つ
り（
正
暦
寺
）

上
林
川
を
美
し
く
す
る
会
ヨ
シ
刈
り
作
業

あ
や
べ
山
家
観
光
や
な
漁

元
気
は
つ
ら
つ
教
室（
健
康
講
座
）

環
境
美
化
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

久
原
の
荒
神
八
朔
祭

催
し
な
ど

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

無
料
開
放

皆さんの投票で人気ナンバー１のキャラクターを決める
「ゆるキャラ®グランプリ」に、まゆピーが
今年もエントリーしました！ 応援よろしくね！

投票期間：８月１日～11月10日
パソコンやスマートフォンから
　　　　　　　　１日１回投票できます。

＼投票で応援を！ゆるキャラグランプリ／

投票はこちらから！

育
児
相
談

女
性
相
談

人
権
相
談

耳
の
こ
と
相
談

由
良
川
マ
ル
シ
ェ

相

　談
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　自治会と資源回収事業者、市が協働で紙類の資源化を目指す「あやべ古紙
再生プロジェクト」。リサイクル推進による資源の有効活用とごみ減量による
処理経費の削減を目指し、本年４月から取り組みが始まっています。

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち

込
ま
れ
る
燃
や
し
て
処
理
す
る
ご

み
の
う
ち
、
紙
類
は
約
40
㌫
。
新

聞
や
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
の
資
源
化

は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
浸
透
し

て
い
ま
す
が
、「
雑
紙
」
は
、
そ

の
多
く
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

雑
紙
と
は
▽
お
菓
子
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
の
空
き
箱
▽
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
ラ
ッ
プ
の
芯

▽
紙
袋
▽
包
装
紙
▽
コ
ピ
ー
用
紙

▽
は
が
き
▽
封
筒―

な
ど
の
こ

と
。
紙
袋
に
入
れ
る
な
ど
し
て
古

紙
回
収
に
出
せ
ば
、
資
源
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
。

市
は
、
自
治
会
等
の
団
体
が
取

り
組
む
古
紙
回
収
に
、
１
㌔
㌘
当

た
り
３
円
の
補
助
金
を
交
付
。
ま

た
、
古
紙
回
収
日
ま
で
の
保
管
場

所
に
使
う
保
管
庫
の
新
設
に
対

し
、
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制

度
も
設
け
て
い
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
活
用

し
、環
境
保
全
に
つ
な
げ
る
た
め
、

皆
さ
ん
も
一
緒
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
環
境
保

全
課
☎（
42
）１
４
８
９
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大切な資源捨てないで！
あやべ古紙再生プロジェクト
大切な資源捨てないで！

あやべ古紙再生プロジェクト

レシートなどの
感熱紙、カーボン紙、
油などで汚れた紙、
使い終わった
ティッシュペーパー、
印画紙の写真など

「
雑
紙
」も

古
紙
で
回
収
を

「
雑
紙
」も

古
紙
で
回
収
を

ざ
つ
が
み

ざ
つ
が
み

自
治
会
へ
の
補
助
で

資
源
化
を
推
進

自
治
会
へ
の
補
助
で

資
源
化
を
推
進

資源化できない紙類も
あります
資源化できない紙類も
あります

41

雑紙もまとめて出してリサイクル

　平成 20 年度に市の補助を受けて保管庫を設置。
古紙回収の取り組みを始めました。当初は少なかっ
た雑紙の回収も、住民同士で声を掛け合うなどした
結果、だんだん増えてきました。
　古紙回収で得たお金は、自治会費と
して活動資金に充てています。納涼祭
や敬老会など、住民が楽しめる催し
で、地域に活気が生まれています。
紙１枚でも、分別すれば大切な
資源。皆さんも取り組んでみ
ませんか。

　本年度から、自治会で古紙回収に取り組みます。市か
らプロジェクトの説明を受ける中で、多くの紙類が捨て
られている現状を知りました。ごみの減量や資源化に貢
献したいと考えています。回収日は、地域ごとに年４回
　設定されています。当自治会では、他団体の回収活動
　　　の日程を考慮し、年１回、１月に実施予定。雑紙
　　　も資源としてリサイクルできることを自治会内で
　　　ＰＲし、環境保全に対する意識を高めたいです。本町四丁目自治会長

荒樋良雄さん

月見町リサイクル委員
林  多嘉子さん

月見町自治会長
柴田勝則 さん

第742号第742号 88

クマにご用心 2
農業委員・推進委員決まる 4
市功労者等を表彰 5
国際理解教育を積極的に展開 6

今月の
表紙

救助訓練に挑戦！
市少年少女消防クラブの消防活動体験を７月８日、
味方町の市消防署で開催。ホースでの放水や水平に
張ったロープを渡る訓練に挑戦しました。小学生を
対象に、クラブ員を随時募集しています。詳しくは
市消防本部へ。




